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【本庁】（代表☎52-1111）
（神埼市神埼町鶴3542番地１)

☎53-2325
☎53-2304
☎37-1700
☎44-2731

　
☎44-3178

　☎44-2051
　☎44-2021

☎59-2131
　

☎59-2048
　　　　　

☎51-4008
☎59-2321

【千代田支所】
（千代田町直鳥166番地１)

 　　　　　　
☎44-3071

　　☎44-2111
☎44-2198

　 　　
☎59-2111

　　　　　　

中央公民館
神埼市立図書館
神埼情報館
千代田公民館
神埼市立図書館千代田分館

はんぎーホール
千代田町保健センター
脊振公民館
神埼市立図書館脊振分館

神埼市学校給食
共同調理場
脊振診療所

総合窓口課
総合窓口班
　　総務係
農政水産課分室

総合窓口課（代表）
ダム対策課分室
林業課

【脊振支所】
（脊振町広滝555番地 1)

【各種施設】

☎37-0102
☎37-3594
☎37-0153
☎37-0100
☎37-0088
☎37-0104
☎37-0101
☎37-0114
☎37-0115
☎37-0116
☎37-0120
☎51-1234
☎37-0112
☎37-0110
☎37-0111
☎37-0117
☎37-0107
☎37-0103
☎37-0103
☎37-0105
☎37-0113
☎37-0109
☎37-0108
☎37-0100
☎37-3596
☎37-3591
☎37-3592
☎37-3593
☎37-1331

企画課
〃　
政策推進課
総務課
〃　
防災危機管理課
財政課
税務課
市民課
〃　
〃　
健康増進課
生活環境推進課
福祉課
高齢障がい課
農政水産課
商工観光課
建設課
ダム対策課
下水道課
会計課
監査事務局
農業委員会
選挙管理委員会
議会事務局
学校教育総務課
学校教育課
社会教育課
国民スポーツ大会推進課
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そ
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／
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育
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付
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／
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／
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／
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／
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介
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／
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／
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／
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ニ
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／
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／
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史
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／
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あ
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ま
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！
か
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き
っ
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作
者
コ
メ
ン
ト

　

ぼ
く
は
、
千
代
田
町
が
い
つ
ま
で
も
自
然
豊
か

な
町
の
ま
ま
で
い
て
ほ
し
い
と
願
い
、
こ
の
字
を

書
き
ま
し
た
。
千
代
田
町
に
は
優
し
い
人
が
沢
山

い
ま
す
。
学
校
か
ら
帰
っ
て
い
る
と「
お
か
え
り
」

な
ど
よ
く
声
を
か
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に
、
見

守
り
隊
の
人
の
お
か
げ
で
安
心
し
て
登
校
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
ぼ
く
も
地
域
の
人
を
元
気
に
で
き
る

よ
う
に
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　 

月
１

千代田東部小学校　６年生
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田
だ
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１月４日（水）

１月21日（土）

１月８日（日）

１月22日（日）

１月９日（月・祝）

１月22日（日）

神埼市年詞交歓会

神埼市青少年主張大会

神埼市二十歳のつどい・神埼市消防団出初式

第29回吉野ヶ里ロードレースin神埼市

新春書初め大会

2023ふれあいコンサートin神埼

（令和４年11月末日現在）

●人　口　30,629人（対前月－59人）

　　　　   （男／ 14,815人　女／ 15,814人）
●世帯数　12,237世帯（対前月－15世帯）

平日　８：30 ～ 17：15
※市民課総合窓口は、毎週火曜日19時まで受付（本庁のみ）

市県民税（４期）、国民健康保険税（８期）
下水道使用料（11～12月分）　※使用人員の確認をお願いします。

・「よかね神埼」ぶんぶんテレビの14分番組
　月・火・木・金・日曜日
　12：30 ～、21：30 ～
　※番組編成により放送時間が変更になる場合があります

　

表
紙
の
写
真
は
、
昨
年
の
12
月
16
日
、
脊
振
小
学
校

で
行
わ
れ
た
寿
大
学
（
ふ
れ
あ
い
細
工
教
室
）
で
の
地

元
老
人
ク
ラ
ブ
と
脊
振
小
児
童
に
よ
る
し
め
縄
づ
く
り

交
流
会
の
模
様
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
物
づ
く
り
体
験

を
通
し
、
手
作
り
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
10

年
以
上
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
催
し
で
す
。　

　

交
流
会
に
は
６
年
生
児
童
７
人
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
協

力
し
て
稲
わ
ら
を
束
ね
て
し
め
縄
を
つ
く
り
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
し
め
縄
に
縁

起
物
の
エ
ビ
や
橙
、
旗
な
ど

を
飾
り
つ
け
て
見
事
な
〝
し

め
飾
り
〟
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
出
来
上
が
っ
た

し
め
飾
り
を
持
ち
帰
り
、
正

月
は
自
宅
玄
関
に
飾
り
つ
け

ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
が
市
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
！

今
月
の
表
紙

市
民
の
皆
さ
ま

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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神
埼
市
長
　
内
川
　
修
治

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
神
埼
市

議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ロ
シ
ア
の
侵
略
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
国
民
生
活
に
も
不
安
が
生
じ
て

い
ま
す
。
世
界
平
和
と
コ
ロ
ナ
禍
で
の
社

会
経
済
活
動
再
開
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ

う
、
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

地
方
分
権
が
進
み
、「
議
会
の
役
割
と

責
任
」
が
増
し
、
社
会
経
済
の
急
激
な
構

造
変
化
を
背
景
に
、
市
議
会
に
は
「
多
様

化
す
る
民
意
の
市
政
へ
の
反
映
と
集
約
」

が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
の
議
員
改
選
に
よ
り
、
新
た

な
体
制
に
よ
る
18
人
の
議
員
が
誕
生
し
、

「
市
民
に
寄
り
添
い
、
開
か
れ
た
議
会
を

図
る
」
た
め
、
市
の
意
思
決
定
機
関
と
し

て
、
市
民
に
と
り
ま
し
て
、
実
行
力
と
魅

力
あ
る
議
会
を
つ
く
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
「
城
原
川
ダ
ム
の
生
活
再
建
・
地
域
振

興
」、「
排
水
機
場
の
能
力
向
上
」、「
頻

発
・
激
甚
化
す
る
大
規
模
災
害
等
か
ら
の

防
災
・
減
災
対
策
お
よ
び
復
旧
・
復
興
対

策
」、「
道
路
交
通
網
の
整
備
促
進
」、「
福

祉
・
教
育
」
な
ど
市
政
へ
の
課
題
は
大
き

く
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も

真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
市
議
会
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
市
民
と
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
と
と
も

に
、
行
政
監
視
・
政
策
提
起
能
力
の
強
化
、

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る
な
ど
議

会
運
営
の
高
度
化
・
効
率
化
を
図
る
取
り

組
み
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
も
よ
り
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年

頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
新
年
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
昨
年
４
月
に
神
埼
市
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に

向
け
て
、
全
力
で
市
政
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
新
年
を
迎
え
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に

気
持
ち
を
さ
ら
に
引
き
締
め
て
市
政
運
営
に
当
た

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
心
に
期
し
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
決
し

て
穏
や
か
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長
引
く
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
佐
賀
県
内
で
昨

年
11
月
ま
で
に
17
万
２
千
人
が
感
染
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
日
常
生
活
や
社
会
環
境
に
甚
大
な
影
響

を
お
よ
ぼ
し
、
市
民
・
事
業
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

多
く
の
ご
負
担
と
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
急
速
に
進
む
円

安
に
よ
る
物
価
の
上
昇
は
我
々
の
日
常
生
活
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
へ
の
影
響
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
１
日
も
早
く
こ
の
事
態
が
終

息
し
、
平
穏
な
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
昨
年
、
若
手
職
員
に
よ
る

「
子
育
て
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち

上
げ
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
て
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後

は
S
N
S
を
活
用
し
て
、
子
育
て
情
報
発
信
や
定

住
者
増
加
に
向
け
戸
建
て
分
譲
地
の
創
出
等
の
計

画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
市
内

の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
場
や

キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
事
業
展
開
の
た
め

の「
中
山
間
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

こ
れ
に
加
え
「
人
口
減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
チ
ー

ム
」
も
発
足
し
ま
し
た
。「
万
機
は
一
誠
に
帰
す
」

こ
れ
は
私
の
大
好
き
な
言
葉
で
す
が
、
何
事
に
も

誠
心
誠
意
を
も
っ
て
、
市
民
が
誇
り
と
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
「
第
2
次
神
埼
市

総
合
計
画 
後
期
基
本
計
画
」
と
し
て
「
幸
せ
つ

な
ご
う
か
ん
ざ
き　

～
み
ん
な
で
支
え
合
い
、
誇

り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
」
を
ま

ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
施
策
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　

防
災
対
策
の
関
連
事
業
と
し
て
は
、
本
来
ク

リ
ー
ク
が
持
つ
用
排
水
機
能
と
大
雨
の
水
を
一
時

貯
留
で
き
る
洪
水
調
整
機
能
の
維
持
・
回
復
を
図

る
た
め
、
集
落
内
ク
リ
ー
ク
等
の
整
備
事
業
「
集

落
基
盤
整
備
事
業
」
な
ど
、
新
た
な
事
業
に
向
け

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
１
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
素
晴

ら
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
ご
多
幸
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

神
埼
市
議
会

議
長
　
田
原
　
和
幸

新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶
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総
務
企
画
部

　

本
年
は
「
第
２
次
神
埼
市
総
合
計
画
」

の
後
期
基
本
計
画
（
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
９
年
度
ま
で
）
を
３
月
に
策
定
し
、
引

き
続
き
市
全
体
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
性

化
に
繋
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

人
口
減
少
対
策
で
は
、
引
き
続
き
、
若

者
や
新
婚
世
帯
、
子
育
て
世
代
お
よ
び
三

世
代
同
居
を
対
象
と
し
た
定
住
促
進
を
図

り
、
人
口
減
少
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
が
行
う
自
主
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
本
市

が
地
域
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
と
な
る
よ
う
、取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　

防
災
面
で
は
、
最
近
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
か
ら
市
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
最
新
の
防
災
情
報
を
迅
速
か
つ
的
確

に
提
供
で
き
る
取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
消
防
・
水
防
力
の
充
実
強
化
や
交

通
安
全
・
防
犯
対
策
の
広
報
・
啓
発
を
実

施
し
、
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、

市
の
魅
力
発
信
、
認
知
度
向
上
を
図
る
こ

と
で
、
寄
付
を
促
進
し
、
定
住
・
移
住
・

交
流
・
関
係
人
口
の
増
加
に
努
め
、
地
域

の
活
性
化
に
心
が
け
な
が
ら
、
今
後
も
制

度
の
趣
旨
に
沿
っ
た
運
営
を
行
い
、
財
源

の
確
保
と
地
域
資
源
の
活
用
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
産
・
学
・
官
連
携

に
よ
る
新
た
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
や

北
部
丘
陵
土
砂
採
取
場
跡
地
の
事
業
進
捗

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

財
政
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
や
原
油
等
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

る
経
済
動
向
が
不
透
明
な
中
で
も
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く
こ
と
が
無
い
よ

う
、
財
源
を
重
点
的
・
効
果
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
の

安
定
的
な
確
保
を
図
る
た
め
、引
き
続
き
、

適
正
・
公
正
な
賦
課
・
徴
収
に
取
り
組
み
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

選
挙
で
は
、
本
年
は
、
佐
賀
県
議
会
議

員
選
挙
の
年
で
す
。
選
挙
啓
発
事
業
を
通

じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
を
高
め
、

養
、
良
好
な
景
観
の
形
成
な
ど
、
多
面
的

な
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
よ
う
農
地
、
農
道
、

農
業
用
排
水
路
や
防
災
重
点
農
業
用
た
め

池
の
整
備
を
行
い
、
農
業
経
営
の
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、
新
規
就
農
者
の
支
援
・

確
保
に
努
め
農
業
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る

た
め
、
大
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
農
業

用
基
幹
水
路
の
事
前
排
水
お
よ
び
田
ん
ぼ

ダ
ム
の
取
り
組
み
を
強
化
し
、
洪
水
調
整

機
能
を
図
り
、
被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

水
産
部
門
で
は
、
漁
港
施
設
の
整
備
な

ど
に
対
策
を
講
じ
、
漁
業
の
振
興
を
図
り

ま
す
。

　

林
業
部
門
で
は
、
神
埼
市
森
林
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
５
か
年
計
画
で
あ
る
森
林

経
営
計
画
に
お
い
て
、
植
林
、
下
刈
、
枝

打
ち
、
間
伐
、
作
業
道
の
整
備
に
取
り
組

み
、
水
源
涵
養
や
土
砂
災
害
防
止
な
ど
多

面
的
機
能
の
持
続
可
能
な
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。

　

商
工
観
光
部
門
で
は
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
新
た
な
魅
力
や
賑
わ
い
の
創
出
と

し
て
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、
商
工
業
者
の
販
路
拡

大
等
を
実
施
し
、
ま
た
、
企
業
誘
致
を
推

進
す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
と
定
住
促
進
を

図
り
ま
す
。

　

建
設
部
門
で
は
、
既
設
イ
ン
フ
ラ
の
機

能
維
持
や
新
設
、
改
善
の
た
め
計
画
的
に

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
し

て
い
る
公
営
住
宅
（
本
堀
団
地
）
の
建
て

替
え
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

内
水
氾
濫
が
頻
発
す
る
中
流
域
治
水
対
策

と
し
て
浸
水
被
害
の
要
因
の
分
析
を
踏
ま

え
て
、
短
期
対
策
の
一
つ
と
し
て
排
水
ポ

ン
プ
車
４
台
を
導
入
し
ま
す
。

　

城
原
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
早
期

の
ダ
ム
事
業
の
進
捗
を
図
る
た
め
、
ダ
ム

水
没
者
等
の
生
活
再
建
に
対
し
、
寄
り
添

い
な
が
ら
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

下
水
道
部
門
で
は
、
公
共
下
水
道
お
よ

び
合
併
浄
化
槽
の
整
備
を
行
い
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 

今
年
の
抱
負

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い

令
和
５
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
市
の
教
育
行
政

に
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

世
界
的
に
流
行
し
、
３
年
以
上
が
経

ち
ま
し
た
。
収
束
し
て
き
て
い
る
か

と
思
え
ば
、
再
び
感
染
が
拡
大
し
、

完
全
な
終
息
は
な
か
な
か
難
し
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心

を
第
一
に
、
感
染
対
策
を
行
い
、ま

た
、内
容
の
変
更
や
人
数
制
限
等
を

行
い
な
が
ら
、
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
、
保

護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
児
童
・
生
徒
は
、
勉
強

や
ス
ポ
ー
ツ
等
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

神
埼
市
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、新
し
い
時
代
に
向
け
て『
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
教
育
』や『
英
語
教
育
』、

『
国
際
理
解
教
育
』
等
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
た
授
業
で
は
、
学
習
意
欲
の

向
上
や
学
習
理
解
の
促
進
、
集
中
力

の
向
上
等
の
手
立
て
と
し
て
、
さ
ら

に
今
年
は
、
家
庭
学
習
で
も
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、神
埼
市
は
今
後
も
『
知
（
知

育
）』・『
徳
（
徳
育
）』・『
体
（
体
育
）』

の
調
和
の
取
れ
た
人
間
性
豊
か
な
児

童
・
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
再
開
し

て
き
ま
し
た
が
、
何
よ
り
も
市
民
の

皆
さ
ま
が
安
全
・
安
心
に
活
動
で
き

る
場
の
提
供
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
中
央
公
民
館

や
千
代
田
公
民
館
、
脊
振
公
民
館
、

新
し
く
な
っ
た
市
立
図
書
館
や
千
代

田
分
館
・
脊
振
分
館
を
活
発
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
整
備

や
、
公
民
館
が
主
催
す
る
講
座
等
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、「
子
ど
も
た
ち

の
未
来
の
た
め
に
」「
市
民
の
皆
さ

ま
の
生
涯
学
習
の
た
め
に
」
本
市
教

育
の
充
実
・
発
展
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
今
年
一
年
の
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

投
票
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
選
挙
が

明
る
く
公
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

市
民
福
祉
部

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
最
も
近
い
窓
口
（
市

役
所
の
顔
）
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
「
あ

い
さ
つ
」
と
「
笑
顔
」
で
、
迅
速
・
正
確

か
つ
丁
寧
な
対
応
を
心
が
け
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
窓
口
づ
く
り
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

窓
口
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
基
盤
と
な

る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

国
保
は
、
引
き
続
き
健
全
か
つ
確
実
に

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
に
つ
い
て
は
、
健
康
維
持
の

基
本
で
あ
る
健
康
診
査
・
食
育
・
運
動
を

推
進
し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
努
め
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
と
し
て
は
、
妊
娠
期
か
ら

出
産
・
子
育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走

型
の
相
談
支
援
の
充
実
と
、
経
済
的
支
援

を
一
体
と
し
て
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
資
源
物
の
収
集
方
式
を

変
更
し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
適
切
な
環

境
衛
生
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
介
護
予
防
、
集
い
の
場
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
認
知

症
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
て
る
機
会

を
増
や
し
、
助
け
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
障
が
い
者
の
社

会
促
進
を
支
援
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
と

家
族
の
相
談
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
今
後
も
生
活
の

不
安
を
抱
え
る
人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
相
談
体
制
を
整
え
、
生
活
に
困
難
を

抱
え
る
人
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

産
業
建
設
部

　

農
政
部
門
で
は
、
農
業
・
農
村
が
有
す

る
国
土
・
自
然
環
境
の
保
全
、
水
源
の
涵

神
埼
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
末
次
　
利
明

新
年
の
ご
挨
拶
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特集

　４月から資源の再資源化を推進するため、資源物の分別・収集方法を細分化し、指定ごみ袋による収集方法から
コンテナおよびネットによる収集方法に変更します。また、資源物は地区収集拠点での収集に変更となります。

　現在、新しいごみ処理施設の建設および整備が進められています。
　これまで、神埼市、吉野ヶ里町および佐賀市の一部（三瀬村、諸富町）の３市町は脊振広域クリーンセンターで
ごみの共同処理をしてきましたが、広域化により、鳥栖市、みやき町、上峰町、吉野ヶ里町、神埼市の５市町での
ごみの共同処理に移行します。これに伴い、資源物の分別区分等について統一する必要があるからです。
　脊振広域クリーンセンターより後に建設された鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ（資源物等処理施設）で現在、
共同処理を行う鳥栖市、みやき町、上峰町では、容器包装プラスチックなども資源として分別・収集するなど、資
源物の分別区分を細分化し、コンテナ等によるコンテナ収集に取り組まれています。
　神埼市と吉野ヶ里町もこの分別区分に合わせてコンテナ等による収集方法に変わります。
　限りある資源を再資源化して、循環型社会の形成を推進するためにも、みなさんのご理解とご協力をお願いします。

　コンテナ等収集方法に変更後、現在の資源物３種類のごみ袋（空缶・空ビン、ペッ
トボトル、トレイ）は、不要となります。令和５年３月の最終収集日までに使い切る
ようお願いします。
・ご家庭で余った資源物３種類のごみ袋は、燃えるごみの袋と等価交換を予定してい

ます。交換方法、交換場所、開始時期は決定後にお知らせします。
・余ったごみ袋は地区収集拠点までの運搬に使うなど、他の用途にも利用できますので有効活用をお願いします。

　市民ならどなたでも資源物などを持ち込めるリサイクルセンターを神埼町に１カ所、リサイクルコーナーを千代
田町と脊振町に各１カ所設置予定です。具体的な場所や開設日時は決定後にお知らせします。

資源物の出し方が変わります
◎問い合わせ　生活環境推進課　生活環境係　☎37-0112

 なぜ出し方が変わるの？

 家庭に残った資源物の指定袋の取り扱い

 仕事の都合などで収集日に出せない場合

 ごみ処理施設への直接持ち込み

※燃えるごみの出し方・場所・曜日はこれまでと同じです

①脊振広域クリーンセンター（神埼市）
【令和６年３月まで】

③佐賀県東部環境施設組合 次期リサイクル施設（鳥栖市立石町）　【令和11年４月～】　

②鳥栖・三養基西部リサイクルプラザ（みやき町）
【令和６年４月～令和11年3月】
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前日

収集業者がコンテナ、ネット、
分別パネル等を各地区拠点に配
布します。

収集日の８：30 ～順次

収集車が順次回収します。
空のコンテナとネットもすべて
回収していきます。

収集日の８：30まで

推進員（当番等）でコンテナと
ネットを設置します。
表示看板に従ってごみを分別し
て出します。

分別区分

 地区拠点でのごみ出しの流れ

 

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
は
？

 

次
の
も
の
は
燃
え
る
ご
み
へ

№

分
類
区
分

１
缶類

ア
ル
ミ
缶

コンテナ

２

ス
チ
ー
ル
缶

３

ス
プ
レ
ー
缶

４

［
新
］
食
用
廃
油
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
る
）

５

有
害
ご
み
（
電
球
・
乾
電
池
・
水
銀
体
温
計
等
）

６
ビン類

一
升
ビ
ン

７

ビ
ー
ル
ビ
ン

８

茶
色
の
ビ
ン

９

無
色
の
ビ
ン

10

そ
の
他
の
色
の
ビ
ン

11

［
新
］
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ネット

12

白
色
ト
レ
イ

13

［
新
］
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

14

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

15
紙類

段
ボ
ー
ル

ひもでくくる

16

新
聞
、
チ
ラ
シ

17

雑
誌
、
雑
紙
類

18

紙
パ
ッ
ク

19

燃
え
な
い
ご
み

袋

20

布
・
古
着

※
地
区
説
明
会
で
は
調
整
中
と
し
て
お
り
ま
し
た

が
、令
和
５
年
度
は
分
別
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

燃えるごみ

　

中
身
を
使
い
切
っ
た
り
、
商
品
を
取
り
出
し
た
後

に
不
要
に
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
や
袋
の
こ

と
で
、

マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

色
付
き
の
ト
レ
イ
も
こ
れ
に
分
別
し
ま
す
。

〇
製
品
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
そ
の
も
の

（
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
）

〇
商
品
の
付
属
品
（
Ｃ
Ｄ
ケ
ー
ス
、
弁
当
の
ス
プ
ー
ン

な
ど
）

〇
汚
れ
が
取
れ
な
い
も
の
（
チ
ュ
ー
ブ
類
等
）
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TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡くださいホームページ で検索大塚石材工業

市長コラム、各課からのお知らせ

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
気
持
ち
も
新
た
に

新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　

年
末
は
皆
さ
ん
慌
た
だ
し
く
過

ご
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
ん
な
中
、
消
防
団
の
皆
さ

ん
年
末
警
戒
ご
苦
労
様
で
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」

と
申
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
今
年
一

年
の
目
標
・
計
画
を
立
て
ま
し
た

か
？

　

私
は
、
正
月
三
が
日
に
好
き
な

お
酒
を
頂
き
な
が
ら
考
え
よ
う
と

思
い
ま
す
が
不
謹
慎
で
し
ょ
う

か
。

　

昨
年
末
の
議
会
定
例
会
で
は
14

人
の
議
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
市
政

発
展
の
た
め
の
前
向
き
な
も
の
が

多
く
、
実
り
と
学
び
の
多
い
議
会

で
し
た
。

　

昨
年
４
月
市
長
就
任
以
来
、
市

政
に
お
い
て
は
少
し
ず
つ
種
を
蒔

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
芽
が
出
て

花
が
咲
い
た
り
、
実
が
な
る
に
は

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
が

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

市
民
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂
け
る

よ
う
な
役
所
に
な
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　

今
年
の
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く

な
る
だ
ろ
う
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
と
油
断
で

き
な
い
日
々
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

ど
う
か
健
康
に
留
意
し
て
明
る
い

新
年
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

神
埼
市
長
　
内
川 

修
治

市長交際費の公表
（令和４年11月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 １ 3,000
激　励 ０ 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 ０ 0

計 １ 3,000

《
よ
う
こ
そ
市
長
室
へ
》

　
　

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
︲
０
１
１
０

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
！

　

一
定
以
下
の
所
得
の
子
育
て
世

帯
に
対
し
て
、
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
場
合

は
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
が
不
要
な
対
象
者
（
支
給

済
）

○
ひ
と
り
親
世
帯

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
受
給
者

※
令
和
４
年
６
月
に
支
給
済

○
そ
の
他
世
帯

①
令
和
４
年
４
月
分
の
児
童
手
当

ま
た
は
特
別
児
童
扶
養
手
当
受

給
者
で
あ
り
、
令
和
４
年
度
分

の
住
民
税
が
非
課
税
の
人

※
令
和
４
年
７
月
に
支
給
済

■
申
請
が
必
要
な
対
象
者

○
ひ
と
り
親
世
帯

①
公
的
年
金
等
の
受
給
に
よ
り
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
な
い

人
※
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
制
限
限

度
額
を
下
回
る
人
に
限
り
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変

す
る
な
ど
、
収
入
が
児
童
扶
養

手
当
受
給
者
と
同
水
準
と
な
っ

た
人

○
そ
の
他
世
帯

①
今
年
度
18
歳
に
な
る
児
童
（
障

が
い
児
に
つ
い
て
は
20
歳
未

満
）
の
養
育
者
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
人

・
令
和
４
年
１
月
以
降
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、

令
和
４
年
度
分
の
住
民
税
が
非

課
税
の
人
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
人

○
給
付
額　

　

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円

○
申
請
期
限

　

２
月
28
日
（
火
）

○
申
請
受
付
場
所

　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

ひとり親世帯分HP

その他世帯分HP

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　11月議会では、原油・物価高騰により影響を受けている施設への支援のほか、令和４年度に発生した大雨お
よび台風の影響による災害復旧など１億6,225万２千円の増額が12月16日に議決され、一般会計歳入歳出予算
の総額が211億158万２千円となりました。主な事業については次のとおりです。

令和４年11月　神埼市補正予算令和４年11月　神埼市補正予算
◎問い合わせ　財政課　財政係　☎37-0101

事業名 予算額 事業内容 対象 実施時期 担当課

出産・子育て応

援交付金事業
3,149万3千円

妊産婦および子育て家庭に対し伴走

型支援および経済的支援を行う

伴走型支援…相談や必要なサービス

の情報を発信する

経済的支援…妊娠届出時・出生時にそ

れぞれ５万円を交付する

伴走型支援…低年

齢期の子育て家庭

経済的支援…令和

４年４月以降に妊

娠・出産した人

準備が整い次

第開始

健康増進課

☎51-1234

コンテナ等によ

る資源物収集事

業(地区拠点用資

機材購入費)

1,559万5千円

令和６年度以降、ごみの分別・収集方

法を統一し、資源物等の更なる再資源

化を推進するため、地区拠点で使用す

るコンテナ等資機材を購入する

市内の地区拠点

（187カ所）
令和４年度中

生活環境推

進課

☎37-0112

コンテナ等によ

る資源物収集事

業（地区拠点整

備補助）

250万円

分別収集を行う地区拠点において、土

地の整備が必要な地区に対し、整備費

用の一部を補助する

市内の地区拠点の

うち、土地の整備

が必要な地区

令和４年12月末

～

令和５年３月末

生活環境推

進課

☎37-0112

旧庁舎跡地整備

事業
258万2千円

令和５年度から旧庁舎跡地の利活用

を検討するにあたり、基本構想策定の

基礎となる旧庁舎跡地の周辺環境調

査・資料収集、庁内会議の支援および

整備概略プランの作成を行う

－ 令和４年度中
建設課

☎37-0103

補正予算に計上された主な事業

　
　20
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
へ　

国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
は
国

民
年
金
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
（
厚
生
年
金
や
共
済
年

金
の
加
入
者
、
配
偶
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
る
人
を
除
く
）。

○
20
歳
に
な
っ
た
人
の
国
民
年

　

金
加
入
の
流
れ

　

20
歳
に
な
っ
て
か
ら
お
お
む
ね

２
週
間
程
度
で
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら

せ
」
や
納
付
書
、
免
除
申
請
書
等

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
４
年
４

月
１
日
か
ら
年
金
手
帳
が
廃
止
さ

れ
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
が

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
年
金
手
帳
等
を
お
持
ち

の
人
に
は
「
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
」
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
引
き
続
き
年
金
手
帳
を
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
２
週
間
程
度
経
過
し
て
も
お
知

ら
せ
等
が
届
か
な
い
場
合
は
、

加
入
の
手
続
き
が
必
要
な
た
め

市
役
所
ま
た
は
年
金
事
務
所
の

窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

　

納
付
は
「
加
入
の
お
知
ら
せ
」

に
同
封
さ
れ
て
い
る
納
付
書
で
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
金
融
機
関
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
も

納
付
で
き
ま
す
。ま
た
、口
座
振
替

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
も
可
能
で
す
。

※
保
険
料
は
、
20
歳
の
誕
生
日
の

前
日
が
含
ま
れ
る
月
の
分
か
ら

で
す
。

○
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
や
「
保

険
料
納
付
猶
予
制
度
」
な
ど
保
険

料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
申
請
を
希
望
す
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

猶
予
制
度
や
免
除
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
で
未
納
を
防
ぎ
、
年
金

の
受
給
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
す

る
場
合
は
学
生
で
あ
る
こ
と
の

証
明
（
学
生
証
の
写
し
等
）
が

必
要
で
す
。
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　令
和
４
年
分
の
確
定
申
告
は

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
で
自
宅
か
ら
！

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
所
得
税
の

確
定
申
告
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を

利
用
す
る
こ
と
で
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
申
告
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
医
療
費
控
除
な

ど
す
べ
て
の
所
得
控
除
に
対
応
し

て
い
ま
す
（
事
業
所
得
は
パ
ソ
コ

ン
か
ら
の
申
告
の
み
対
応
）。

　

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
申
告
会

場
は
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
こ

の
機
会
に
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
電
子

申
告
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
間
中
は
、土
日
・
祝
日
を

含
む
24
時
間
利
用
可
能
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
１　

国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス

・「
確
定
申
告
」で
検
索
、

ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
込
む
。

ス
テ
ッ
プ
２　

申
告
書
を
作
成

・
画
面
の
案
内
に
従
っ
て
収
入
や

控
除
の
金
額
を
入
力
。

ス
テ
ッ
プ
３

・
申
告
書
を
送
信
（
①
～
③
を
選

択
）

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

電
子
送
信

②
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
電
子
送
信

③
申
告
書
を
出
力
し
、
郵
送
等
で
税

務
署
へ
提
出

◆
申
告
書
の
送
信
方
法
に
つ
い
て

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
て

電
子
送
信
す
る
場
合

　

次
の
２
点
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
み
取

り
対
応
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

※
読
み
取
り
対
応
端

　

末
の
一
覧
は
こ
ち

　

ら
②
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
電
子
送

信
す
る
場
合

・「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の

届
出
完
了
通
知
」
を
お
持
ち
の

人
は
、
通
知
書
に
記
載
の
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
て
く

だ
さ
い
。

・「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の

届
出
完
了
通
知
」
は
税
務
署
で

職
員
と
対
面
に
よ
る
本
人
確
認

を
行
っ
た
後
に
発
行
し
ま
す
。

発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

申
告
さ
れ
る
本
人
が
顔
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち

の
上
、
鳥
栖
税
務
署
（
☎
０
９

４
２
‐
８
２
‐
２
１
８
５
）
で

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 ▲届出完了通知

　
　令
和
４
年
分
所
得
税
確
定
申
告
・

令
和
５
年
度
市
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

令
和
４
年
中
の
所
得
の
申
告

は
、
令
和
４
年
分
の
所
得
税
を
確

定
し
、
令
和
５
年
度
市
県
民
税
を

計
算
す
る
上
で
、
重
要
な
資
料
に

な
り
ま
す
。
正
し
い
税
額
を
計
算

す
る
た
め
に
、
期
間
内
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
青
色
申
告
、
土
地
や
株
式
の
譲

渡
所
得
等
が
あ
る
人
は
、
鳥
栖

税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要

　

申
告
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個

人
番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

と
運
転
免
許
証
な
ど
身
分
証
明
書

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
地
区
別
の
相
談
日

　

２
月
上
旬
に
配
布
す
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会場 受付期間

神埼会場
神埼市役所

（１階多目的会議室） ２月16日（木）～３月15日（水）
（午前）８：30 ～ 11：30
（午後）13：00 ～ 17：00千代田会場

千代田支所
（多目的室１－１）

脊振会場
脊振支所

（１階多目的室１）
２月16日（木）～３月３日（金）
８：30 ～ 12：00
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　就
学
援
助（
新
入
学
学
用
品
）入
学
前
支
給
に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係　

☎
３
７
‐
３
５
９
１

　

就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
に
対
し
、
新
入
学
学
用
品
費

を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。な
お
、

支
給
に
は
審
査
が
あ
り
ま
す
。

○
就
学
援
助
の
要
件

　

１
月
時
点
で
市
内
在
住
の
お
子

さ
ん
が
４
月
に
市
立
小
・
中
学
校

入
学
予
定
の
保
護
者
で
、
次
の
項

目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
教
育

委
員
会
に
認
め
ら
れ
た
人
。

①
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
、
停

止
に
な
り
、
な
お
生
活
が
苦
し

く
諸
学
費
に
困
っ
て
い
る
。

②
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
。

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
。

④
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ

る
貸
付
け
を
受
け
て
い
る
。

⑤
①
～
④
以
外
で
病
気
や
災
害
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
収

入
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
。

○
申
請
方
法

　

学
校
教
育
総
務
課
ま
た
は
市
立

小
・
中
学
校
に
備
え
付
け
の
「
就

学
援
助
費
（
新
入
学
学
用
品
費
）

入
学
前
受
給
申
請
書
」お
よ
び「
就

学
援
助
費
（
新
入
学
学
用
品
費
）

請
求
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

学
校
教
育
総
務
課
へ
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

今
年
度
、
就
学
援
助
を
受
給
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
が

就
学
し
て
い
る
学
校
へ
提
出
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
申
請
期
間

　

１
月
４
日
（
水
）
～
31
日
（
火
）

※
申
請
後
、
審
査
を
行
い
ま
す
。

※
今
回
、就
学
援
助（
入
学
準
備
金
）

の
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、

令
和
５
年
４
月
に
令
和
５
年
度

の
就
学
援
助
を
申
請
し
、
４
月

か
ら
の
認
定
と
な
っ
た
世
帯
に

対
し
て
は
、
１
学
期
末
に
新
入

学
学
用
品
費
を
支
給
し
ま
す
。

○
支
給
予
定
額

・
小
学
校
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん

�

５
１
，０
６
０
円

・
中
学
校
入
学
予
定
の
お
子
さ
ん

�

６
９
，２
６
０
円

※
３
月
末
日
以
前
に
市
外
転
出
さ

れ
た
場
合
や
、
神
埼
市
立
小
・

中
学
校
に
入
学
さ
れ
な
か
っ
た

場
合
な
ど
は
、
新
入
学
学
用
品

費
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
支
給
時
期　

３
月
上
旬
～
中
旬

　
　

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

減
免
の
お
知
ら
せ

ス
マ
ホ
申
告
説
明
会（
予
約
制
）

を
開
催
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

　

後
期
高
齢
年
金
係

�

　

☎
３
７
︲
０
１
１
５

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

�

☎
６
４
︲
８
４
７
６

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
要
件

　

次
の
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
場
合

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
り
、
世
帯
主
が
死
亡
ま
た

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
場
合

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
世
帯
主
の
収

入
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
場
合

■
減
免
申
請
受
付
期
間

　

３
月
31
日
ま
で

※
詳
細
は
、
佐
賀
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
も
し
く
は
市
民

課
後
期
高
齢
年
金
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

神
埼
市
・
鳥
栖
税
務
署
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
令
和
４

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
に
あ

た
り
、
ご
自
宅
か
ら
の
ス
マ
ホ
申

告
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち

で
、
令
和
４
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
を
さ
れ
る
人
を
対
象
に

「
ス
マ
ホ
申
告
説
明
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

ご
自
宅
か
ら
待
ち
時
間
な
く
手

続
き
が
可
能
な
ス
マ
ホ
申
告
を
利

用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時

　

１
月
24
日
（
火
）
18
時
～
19
時

○
場
所

　

市
役
所
本
庁
１
階

　

�

多
目
的
会
議
室

○
定
員　

50
人

○
予
約
受
付
日
時

　

１
月
４
日（
水
）～
１
月
20
日（
金
）

○
持
参
す
る
も
の

・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

・
給
与
や
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収

票
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま
た
は

通
知
カ
ー
ド

有
料
広
告

有
料
広
告
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　今
年
度
最
後
の
住
民
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
︲
１
２
３
４

　

年
に
１
度
の
健
康
診
断
が
ま
だ

お
済
み
で
な
い
人
は
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
と
き

　

1
月
26
日
（
木
）・
27
日
（
金
）

　

受
付
時
間　

８
時
30
分
～

�

10
時
30
分

※
例
年
、
受
付
開
始
か
ら
１
時
間

程
度
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

○
と
こ
ろ　

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

○
受
診
方
法

　

胃
が
ん
検
診
（
先
着
40
人
）
の

み
予
約
が
必
要
で
す
。
健
康
増
進

課
へ
電
話
ま
た
は
窓
口
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
以
外
の
健
診
は
予
約
不
要
で

す
。直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
胃
が
ん
検
診
の
予
約
受
付
期
間

　

１
月
17
日
（
火
）
～
検
診
前
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　
（
土
日
・
祝
日
除
く
）

○
持
っ
て
い
く
も
の

・
自
己
負
担
金

・
特
定
健
診
、
後
期
高
齢
者
健
診

を
受
け
る
人
は
①
受
診
票
②
受
診
券

③
健
康
保
険
証
④
お
く
す
り
ノ
ー
ト

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
①
、②
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、

当
日
発
行
で
き
ま
す
。

※
が
ん
検
診
の
受
診
票
は
、
当
日

発
行
し
ま
す
。

○
住
民
総
合
健
診
日
に
都
合
が
つ

か
な
い
人

　

佐
賀
県
健
診
・
検
査
セ
ン
タ
ー

で
受
診
す
る
「
毎
日
健
診
」
で
は
、

市
が
実
施
す
る
各
種
健
診（
検
診
）

の
受
診
が
で
き
ま
す
（
骨
粗
し
ょ

う
症
検
診
お
よ
び
歯
周
疾
患
健
診

を
除
く
）。

　

予
約
制
で
す
の
で
、希
望
者
は
、

佐
賀
県
健
康
づ
く
り
財
団
（
☎
３

７
︲
３
３
１
４
）
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

項　目 対象者 内　容 負担金

若年健診 20 ～ 39歳
血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・
診察

400円

神埼市国保 
特定健診

40歳～
受診当日74
歳

血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・
診察・心電図検査

1,000円

後期高齢者
健診

後期高齢者
医療保険加
入者

血液検査・尿検査・
身体計測・血圧測定・
診察

無料

結核・肺が
ん検診 40歳以上

胸部レントゲン検査
※65歳以上は結核

健診を追加
500円

喀
かく

痰
たん

検査 50歳以上
喀痰検査
※肺がん検診受診者

のうち必要者のみ
500円

胃がん検診 40歳以上 バリウム投与による
胃透視検査 500円

大腸がん検
診 40歳以上 便潜血検査（２日法） 500円

前立腺がん
検診

50歳以上
男性

採血によるＰＳＡ検
査 500円

肝炎ウイル
ス検査 20歳以上

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイ
ルス検査
※過去に検査歴がな

い人のみ

無料

※今年度40歳になる人（昭和57年4月1日～昭和58年
3月31日生）は各種がん検診が無料

※生活保護世帯の人は、健康診査および各種がん検診
が無料

※住民税非課税世帯の人は、若年健診および各種がん
検診が無料

※佐賀県健診・検査センターでは、上記健診(検診)の
ほかに、子宮頸がん検診(20歳以上：500円)、乳が
ん検診（40歳代：1,000円、50歳以上：500円）
も実施しています。

　
　特
定
健
診
を
受
け
て
メ
タ
ボ

改
善
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
と
は
、
内
臓
に
脂
肪

が
過
剰
に
貯
ま
り
、
高
血
圧
、
高

血
糖
、
脂
質
異
常
を
招
い
た
状
態

で
す
。
一
つ
一
つ
は
軽
度
で
も
、

複
数
重
な
り
合
う
こ
と
で
血
管
の

老
化
現
象
で
あ
る
動
脈
硬
化
が
急

速
に
進
み
、
心
疾
患
や
脳
血
管
疾

患
と
い
っ
た
深
刻
な
生
活
習
慣
病

に
か
か
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

市
の
健
診
結
果
で
は
、
メ
タ
ボ

該
当
者
率
は
23
・
９
％
で
県
内
４

位
と
い
う
状
況
で
す
。

　

メ
タ
ボ
は
、
生
活
習
慣
を
見
直

す
こ
と
で
改
善
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
、
特
定
健
診
を
受
け
て
現
実
を
見

る
こ
と
が
改
善
へ
の
第
一
歩
で
す
。

■
特
定
健
診

○
対
象
者

　

40
～
74
歳
の
神
埼
市
国
保
加
入

者○
日
時

　

１
月
26
日
（
木
）、
27
日
（
金
）

○
受
付
時
間　

　

８
時
30
分
～
10
時
30
分

○
場
所　

中
央
交
流
セ
ン
タ
ー

○
自
己
負
担
金　

１
，０
０
０
円

※
検
査
内
容
等
詳
細
は
、上
記「
住

民
総
合
健
診
の
案
内
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

有
料
広
告

有
料
広
告



15 市報かんざき 2023. １月号

　
　お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
、受
け
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

４
月
か
ら
の
入
園
・
入
学
等
に

備
え
て
、
必
要
な
予
防
接
種
を
済

ま
せ
、
病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。
な
お
、
定
期
予
防
接
種

の
種
類
と
対
象
年
齢
等
は
、
左
表

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
定
期
接
種
の
受
け
方

・
接
種
場
所

　

県
内
の
実
施
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す
。
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

・
接
種
時
必
要
な
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票

※
予
診
票
は
医
療
機
関
に
あ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

○
留
意
事
項

・
保
護
者
の
同
伴
に
つ
い
て

　

接
種
を
受
け
る
際
は
保
護
者
の

同
伴
が
必
要
で
す
。
祖
父
母
等
に

同
伴
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

予防接種の種類 対象年齢等 接種回数

結核（ＢＣＧ） １歳の誕生日の前日まで １回

Ｂ型肝炎 １歳の誕生日の前日まで ３回

Ｈｉｂ感染症 生後２カ月～５歳の誕生日の前日
まで
※接種開始年齢により接種回数が

異なります。

１～４回
小児の肺炎球菌感染症

４種混合（ＤＰＴ-ＩＰＶ）
（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ）

生後３カ月～７歳６カ月の前日ま
で ４回

麻しん・風しん（ＭＲ）

１期：1歳～２歳の誕生日の前日
まで

２期：小学校就学前の３月31日
まで（年長相当）

１期：１回
２期：１回

水痘（水ぼうそう）
１歳～３歳の誕生日の前日まで
※すでに水痘にかかったことのあ

る人は対象外
２回

日本脳炎

１期：生後６カ月～７歳６カ月の
前日まで

２期：９歳～ 13歳の誕生日の前
日まで

特例：平成14年４月２日～平成
19年４月１日生まれは20
歳未満まで

１期：３回
２期：１回
特例：上記の
　　　不足分

２種混合（ＤＴ）
（ジフテリア・破傷風） 11歳～ 13歳の誕生日の前日まで １回

ヒトパピローマウイルス
（ＨＰＶ、子宮頸がん予防）

小学校６年生～高校１年生相当の
女子
※平成９年４月２日から平成18

年４月１日までの間に生まれた
女子はキャッチアップ接種対象

３回
キャッチアッ
プ接種は、未
接種分を接種
する

ロタウイルス

１価：生後６週～ 24週まで
５価：生後６週～ 32週まで
※初回接種は、出生14週６日ま

でに接種

１価：２回
５価：３回

　
　コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

地
域
振
興
係　

☎
３
７
︲
０
１
０
２

　

令
和
４
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
採
択
を
受
け
て
い
る
団

体
の
助
成
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

○
石
井
ヶ
里
地
区

・
屋
外
放
送
施
設
の
整
備

　
（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
助
成
金
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
り
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
を
行

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。司法書士　すえなが総合事務所

℡0952-52-2079(神埼サピエより南に100ｍ)
司法書士　末永博義・井上智史

困ったこと、悩んでいること、ご相談を
相続・遺言・不動産登記・商業、法人登記
成年後見・借金問題（相談室あります・秘密厳守）

料金の見積り等も、気軽にお尋ね下さい

様々なご相談を承ります。まずはお電話ください。

営業時間　午前８：00～午後６：00

・不動産を生前に贈与したい。

・遺言書を作成しておきたい。

・相続手続きが分からない。

・新しく会社を作りたい。

・借金で困っている。

火曜日は午後８時まで
時間外電話予約ＯＫ

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

　
　

　
　

「おひさまルーム」子育て相談会

放課後児童クラブ支援員（会計年度任用職員）募集

◎問い合わせ　福祉課　子育て支援係　☎37-0110

　公立保育園の保育士が、就学前までのお子さんと保護者を対象に相談をお受けします。
　毎日の子育ての中で、困っていることや保育士に聞いてみたいことなどありませんか？一人で悩まず、ぜひ
お気軽にご来園ください。費用は無料です。

○とき　２月10日（金）
　受　付：12時45分～ 13時
　遊　び：13時～ 13時20分
　相談会：13時20分～ 14時00分 

○ところ
　西郷保育園
　神埼市神埼町横武805番地１
　☎53-4881

○対象者
　０歳児から就学前までのお子さんと保護者（１人）
※親子４組まで

○持参するもの
　水分(水筒等)・ハンカチかタオル・母子手帳

○申し込み先
　福祉課　子育て支援係　
　☎37-0110

○申込期間
　１月４日（水）～ 18日（水）　
　９時～ 16時（土日・祝日を除く）

○応募方法
　次の書類を持参または郵送してください。
・市販の履歴書（顔写真貼付）
・官製はがき（返信先記入）
・「放課後児童支援員」資格所持者は、資格を証明す

る書類の写し
○採用日程
　２月中旬【面接等】→２月下旬【合否結果および
　合格内定通知】→３月中旬以降【任用決定通知】
○その他　採用人数などは変更になる場合があります

◎書類提出・問い合わせ　
　〒842-8601　神埼市神埼町鶴3542番地１
　社会教育課　社会教育係兼スポーツ振興係
　☎37-3593

○受験資格　
　原則、神埼市内在住とし、地方公務員法第16条の
規定に基づく人
○任用期間　令和５年４月１日～令和６年３月31日
○保険　雇用保険は条件適用有、労災保険
○勤務場所　放課後児童クラブ
・神埼町、千代田町…各小学校敷地内
・脊振町…脊振交流センター内
○閉所日　日曜日・祝日・お盆休み・年末年始
○受付期間　１月４日（水）～１月20日（金）
　持参：（平日のみ）８時30分～ 17時15分
　郵送：最終日の消印まで有効
○選考方法　書類選考・面接（面接日は後日、連絡）

　例えば、育児で疲れてちょっと話を聞いてほし
い、イヤイヤ期で困っている、言葉やお友達との
関わりが気になる、トイレトレーニングが上手く
いかないなど、気軽に話してみませんか？

募集内容 募集予定人数 勤務形態
報酬

（資格：放課後児童支援員）

常勤 30人程度

週５日シフト制
・平日（課業日）
 14：00 ～ 18：30のうち４時間以内
・土曜、長期休業期間中
　7：00 ～ 18：30のうち６時間以内　

資格有　時給1,002円
資格無　時給　932円
通勤手当有
勤務実績により期末手当有

代替補助 30人程度

シフト制
・主に土曜、長期休業期間中
　7：00 ～ 18：30のうち６時間以内
※土曜のみ勤務など相談可

資格有　時給1,002円
資格無　時給　932円
通勤手当有

※配属クラブにより、勤務形態など異なることがあります
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　高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　
【
医
療
保
険（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）】

市
民
課　

国
保
医
療
係
・
後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
︲
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
︲
８
４
７
６

【
介
護
保
険
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
︲
０
１
１
１

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

給
付
課　

☎
４
０
︲
１
１
３
４

○
支
給
要
件
・
算
定
基
準
額

　

世
帯
内
の
医
療
保
険
の
加
入
者

が
、
令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
令

和
４
年
７
月
末
ま
で
に
支
払
っ
た

医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
自

己
負
担
額
の
合
計
が
下
表
の
算
定

基
準
額
を
超
え
た
場
合
、
自
己
負

担
額
か
ら
算
定
基
準
額
を
差
し
引

い
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
自
己
負
担
額
か
ら
算
定

基
準
額
を
差
し
引
い
た
金
額
が
５

０
０
円
以
下
の
場
合
は
支
給
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
手
続
き

　

支
給
の
対
象
と
な
る
被
保
険
者

に
、
２
月
下
旬
に
お
知
ら
せ
す
る

予
定
で
す
。
お
知
ら
せ
が
届
い
た
場

合
、
本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
総
合
窓

口
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
８
月
１
日
か
ら
令
和
４

年
７
月
末
ま
で
に
、
次
に
該
当
す
る

場
合
は
、
申
請
の
対
象
と
な
る
旨
の

お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

・
市
町
を
越
え
る
転
居
を
さ
れ
た
人

・
他
の
医
療
保
険
制
度
か
ら
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
ら
れ
た
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
の
資
格
を
喪
失

さ
れ
た
人

高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
と
は

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。
同
一
世
帯
の
各
医
療
保
険
の
加
入
者
が
、
１
年
間
に

支
払
っ
た
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料
の
自
己
負
担
額
を
合
計
し
、
基
準

額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。
基
準

日
（
令
和
４
年
７
月
31
日
）
の
翌
日
か
ら
２
年
経
過
す
る
と
時
効
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

支給額を計算する際の基準額（自己負担限度額）
※令和３年８月１日から令和４年７月末までの分を合算

◆70歳未満

所得区分 区分
70歳未満

国民健康保険+
介護保険

所得901万円超 ア 212万円

所得600万円超
901万円以下

イ 141万円

所得210万円超
600万円以下

ウ 67万円

所得210万円以下
（住民税非課税世
帯除く）

エ 60万円

住民税非課税世帯 オ 34万円

◆70歳以上

所得区分
75歳以上 70 ～ 74歳

後期高齢者医療
保険+介護保険

国民健康保険+
介護保険

現役並み
Ⅲ

本人または同一世帯の被保
険者の住民税課税所得が
690万円以上

212万円 212万円

現役並み
Ⅱ

本人または同一世帯の被保
険者の住民税課税所得が
380万円以上

141万円 141万円

現役並み 
Ⅰ

本人または同一世帯の被保
険者の住民税課税所得が
145万円以上

67万円 67万円

一般
現役並みⅢ～Ⅰおよび区分
Ⅱ、Ⅰに該当しない人

56万円 56万円

区分Ⅱ 世帯全員が住民税非課税 31万円 31万円

区分Ⅰ
世帯全員が住民税非課税お
よび世帯全員の所得が一定
基準以下

19万円 19万円

　
　障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
を
行
い
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

�

☎
３
７
︲
０
１
１
１

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
で
な
い
人
で
も
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
場
合
は
、
所
得
税
・

市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65

歳
以
上
の
人
で
、
身
体
障
害
者
お

よ
び
知
的
障
害
者
に
準
ず
る
と
認

定
さ
れ
る
人

○
持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険

者
証

・
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※
認
定
結
果
の
交
付
に
は
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。

○
申
請
受
付
開
始
日

　

１
月
４
日
（
水
）

◆
判
定
基
準

・
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

よ
う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎

通
の
困
難
さ
が
み
ら
れ
、
介
護

が
必
要

・
一
日
中
ベ
ッ
ド
上
で
過
ご
し
、

排
泄
、
食
事
、
着
替
え
に
お
い

て
介
助
が
必
要

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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子育てサロン
10日（火）・17日（火）・24日（火）・31日（火）

10：00 ～ 15：00

場所：千代田町保健センター

対象：２カ月以上児

定員：午前午後各10組程度

※来館前にお電話をお願いします

ひだまりの会  ※要予約
12日（木）・19日（木）・２月２日（木）・９日（木）

10：00～11：30　

対象：６カ月以上児

場所：千代田町保健センター

※予約は15日前～３日前まで

ひだまりふら～っとＤａｙ
26日（木）　10：00 ～ 12：00

対象：どなたでも（未就学児）

場所：千代田町保健センター

定員：20組程度

※来館前にお電話をお願いします

すこやか子育て相談室  ※要予約
６日（金）13：30 ～ 16：30
対象：妊産婦および０歳～就学前児
場所：神埼町保健センター

ことばの相談  ※要予約
10日（火）13：45 ～ 17：00
対象：１歳～就学前児
場所：神埼町保健センター

乳幼児相談  ※要予約
11日（水）※当日まで予約可能
10：00 ～ 11：30、
13：00 ～ 14：00
対象：０歳～就学前児
場所：神埼町保健センター

１歳６カ月児健診
13日（金）12：40 ～ 13：30
対象：令和３年５月生まれ
場所：神埼町保健センター

妊産婦サロン＆あかちゃん広場
※要予約
16日（月）13：15 ～ 13：30
対象：妊産婦および１歳未満児
場所：神埼町保健センター

３～４カ月児健診
20日（金）12：40 ～ 13：30

対象：令和４年９月生まれ

場所：神埼町保健センター

３歳児健診
24日（火）12：40 ～ 13：30

対象：平成31年４月生まれ

場所：神埼町保健センター

すこやか子育て相談室  
※要予約
３日（金）13：30 ～ 16：30

対象：妊産婦および０歳～就学前児

場所：神埼町保健センター

妊産婦サロン＆あかちゃん広場
※要予約
６日（月）13：15 ～ 13：30

対象：妊産婦および１歳未満児

場所：神埼町保健センター

２ 月

令和５年

♦子育て支援センター　☎44-4908 ◎こどもの健康　（健康増進課　母子保健係）☎51-1234

※新型コロナウイルス感染症の発生状況等によりカレンダーの内容等を変更・中止する場合があります。問
い合わせ先（☎）やホームページにてご確認ください。

SUN 日 MON 月 TUE 火 WED 水 THU 木 FRI 金 SAT 土
１ ２ ３ ４ 神埼市年詞交歓会 ５ ６

★くらしの相談〈神埼〉

◎すこやか子育て相談室

７
　

８ 
神埼市二十歳のつどい

神埼市消防団出初式

９　成人の日

新春書初め大会

10

★行政・人権相談〈千代田〉

◆子育てサロン(→P25)

◎ことばの相談

11

◎乳幼児相談

12

♦ひだまりの会(→P25)

13

★くらしの相談〈千代田〉

★行政・人権相談〈脊振〉

◎１歳６カ月児健診

14

15 16

★行政・人権相談〈神埼〉

◎妊産婦サロン＆あかちゃん広場

17

♦子育てサロン(→P25)

18 19

★弁護士無料相談

★司法書士無料相談

♦ひだまりの会(→P25）

20

★もの忘れ相談

◎３～４カ月児健診

21
神埼市青少年主張大会

22
第29回吉野ヶ里ロードレースin神埼市

2023ふれあいコンサートin神埼

23 24

◆子育てサロン(→P25)

◎３歳児健診

25 26

♦ひだまりふら～っとDay

　（→P25）

27

★こころの健康相談

28
　

29 30 31

♦子育てサロン(→P25)

２/１ ２ ３ ４

い
じ
め
相
談

い
じ
め
相
談

い
じ
め
相
談

い
じ
め
相
談

生
活
相
談

生
活
相
談

生
活
相
談

消
費
相
談

消
費
相
談

消
費
相
談

消
費
相
談

くらしのカレンダー
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くらしの相談
６日（金）10：00 ～ 12：00
場所：市役所２階共用会議室
総務課　秘書広報係　☎37-0088
13日（金）10：00 ～ 12：00
場所：千代田交流センター
千代田支所　総合窓口課　☎44-2111

行政・人権相談
10日（火）13：00 ～ 16：00　 
場所：千代田交流センター
千代田支所 総合窓口課　☎44-2111
13日（金）9：00 ～ 12：00
場所：脊振交流センター
背振支所 総合窓口課　☎59-2111
16日（月）13：00 ～ 16：00
場所：市役所３階共用会議室
総務課 秘書広報係　☎37-0088

司法書士無料相談 ※要予約（定員４人）
19日（木）10：00 ～ 12：00（１人30分）
場所：市役所３階共用会議室
※受付締切１月16日（月）
総務課　秘書広報係　☎37-0088

家庭児童・母子父子自立支援・DV相談
毎週月～金曜日
※祝日・年末年始を除く
9：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00
場所：市役所　福祉課
福祉課　社会福祉係　☎37-0110

もの忘れ相談 ※要予約（定員３人）
15：00～17：00　（１人40分）
20日（金）千代田交流センター
※受付締切は当日の11：00
高齢障がい課（おたっしゃ本舗神埼）
☎37-0111
※すでに専門医を受診済みの人や認
　知症等で治療中の人は除く

いじめ・体罰・悩み等電話相談
毎週月・木曜日
※祝日・年末年始を除く
8：30 ～ 17：15　 
☎52-5622（相談専用電話）

いじめ・体罰・悩み等相談窓口
毎週月～金曜日
※祝日・年末年始を除く
8：30 ～ 17：15　
場所：市役所　学校教育課
学校教育課　教育指導係
☎37-3592

生活や仕事の悩みに関する相談 
※要予約
10：00 ～ 12：00　 
 ４日（水）市役所　福祉課
11日（水）脊振交流センター
18日（水）千代田交流センター　
神埼市生活自立支援センター
☎97-6730

2023／令和５年

１月

✚休日在宅当番医
診療時間：9：00～17：00

１/１
・神埼病院（外・整外・胃）
　☎52-3145

１/２
・橋本病院
　（外・内・胃・整外）
　☎52-2022

１/３
・西谷クリニック（内）
　☎52-3139
・たけうち小児科（小）
　☎52-2524

１/８
・松本医院（内・小）
　☎52-4185
・山田こどもクリニック（小）
　☎55-6566

１/９
・中尾胃腸科医院（外・整外・胃・内）
　☎52-3295
・神埼病院（外・整外・胃）
　☎52-3145

１/15
・おおつぼ内科医院（内）
　☎52-3130
・福嶋内科医院（内・小）
　☎44-2141

１/22
・栗並医院（内）
　☎52-2977
・橋本病院
　（外・内・胃・整外）
　☎52-2022

１/29
・目達原整形外科（整外）
　☎52-3717
・しらいし内科（内・循）
　☎52-3848

２/５
・なかしま整形外科クリニック（整外）
　☎51-1430
・南医院（外・胃・整外）
　☎44-2777

✚休日歯科診療
神埼地区歯科医師会も輪番制で
担当しています。
9：30 ～ 16：00
佐賀市水ケ江一丁目12番11号

（佐賀市医師会立看護専門学校ビ
ル内）

●問 佐賀市休日歯科診療所
☎24-1426

★各種相談
弁護士無料相談 ※要予約（定員６人）
19日（木）13：30 ～ 16：30

（１人30分）
場所：中央交流センター
※受付締切１月17日（火）
神埼市社会福祉協議会　神埼支所
☎51-1822

こころの健康相談 ※要予約（定員２人）
27日（金）13：30～、14：30～

（１人50分）
場所：市役所１階相談室
健康増進課　健康増進係
☎51-1234

消費生活相談
毎週火・金曜日
※祝日・年末年始を除く
9：00 ～ 15：00　　
場所：市役所２階会議室１
商工観光課　☎37-0107
※佐賀県消費生活センターは毎日
　受付（12/29 ～ 1/3を除く）
　☎24-0999

妊娠・出産・子育てに関する相談
毎週月～金曜日
※祝日・年末年始を除く
9：00～12：00、13：00～16：00
場所：市役所　健康増進課
子育て世代包括支援センター

（健康増進課内）☎51-1234

SUN 日 MON 月 TUE 火 WED 水 THU 木 FRI 金 SAT 土
１ ２ ３ ４ 神埼市年詞交歓会 ５ ６

★くらしの相談〈神埼〉

◎すこやか子育て相談室

７
　

８ 
神埼市二十歳のつどい

神埼市消防団出初式

９　成人の日

新春書初め大会

10

★行政・人権相談〈千代田〉

◆子育てサロン(→P25)

◎ことばの相談

11

◎乳幼児相談

12

♦ひだまりの会(→P25)

13

★くらしの相談〈千代田〉

★行政・人権相談〈脊振〉

◎１歳６カ月児健診

14

15 16

★行政・人権相談〈神埼〉

◎妊産婦サロン＆あかちゃん広場

17

♦子育てサロン(→P25)

18 19

★弁護士無料相談

★司法書士無料相談

♦ひだまりの会(→P25）

20

★もの忘れ相談

◎３～４カ月児健診

21
神埼市青少年主張大会

22
第29回吉野ヶ里ロードレースin神埼市

2023ふれあいコンサートin神埼

23 24

◆子育てサロン(→P25)

◎３歳児健診

25 26

♦ひだまりふら～っとDay

　（→P25）

27

★こころの健康相談

28
　

29 30 31

♦子育てサロン(→P25)
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各課からのお知らせ

下
村
湖
人
生
家
保
存
会
活
動
報
告

◎
問
い
合
わ
せ

　

社
会
教
育
課 

社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係 

☎
３
７
︲
３
５
９
３

　
「
次
郎
物
語
」
の
著
者
と
し
て

知
ら
れ
る
小
説
家
・
社
会
教
育
家

の
下
村
湖
人
。
湖
人
の
偉
大
な
業

績
を
後
世
に
残
す
た
め
活
動
を

行
っ
て
い
る
「
下
村
湖
人
生
家
保

存
会
」
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。

つ
か
の
橋
台
跡
を
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

下
村
湖
人
は
、昭
和
18
年
８
月
、

小
説
「
若
き
建
設
者
」
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
の
「
若
き
建
設
者
」

は
千
歳
村
黒
津
を
舞
台
と
し

た
小
説
で
こ
の
中
に
は
“
軌

道
”
と
い
う
言
葉
が
数
多
く

出
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
肥
筑

軌
道
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

探
訪
会
で
は
、
佐
賀
高
尾

～
㟢
村
間
の
わ
ず
か
に
残
る

橋
台
跡
を
巡
り
、
当
時
の
小

松
駅
に
詳
し
い
石
丸
克
己
さ

ん
が
線
路
跡
や
当
時
の
思
い

出
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
、
こ
の
軌
道
の
機

関
車
や
客
車
を
製
造
し
た
福

岡
県
大
川
市
若
津
に
あ
っ
た

深
川
造
船
所
跡
を
見
学
し
、

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　

肥
筑
軌
道
と
は
、
佐
賀
高
尾
～
㟢

村
間
６
．
７
㎞
を
走
っ
た
軌
道
幅
９

１
４
㎜
の
軽
便
鉄
道
で
す
。　
　
　

　

大
正
12
年
５
月
に
開
業
し
ま
し
た

が
、
昭
和
10
年
６
月
に
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
今
で
は
こ
の
肥
筑
軌
道
の
痕

跡
を
探
す
の
は
困
難
で
す
が
、
城
原

川
、
田
手
川
の
橋
台
跡
や
ほ
場
整
備

事
業
を
免
れ
た
ほ
場
に
僅
か
に
い
く

ゆ
か
り
の
地
探
訪
会

～
湖
人
と
肥
筑
軌
道
～

10月
23日

　
　

10月
３日 下村湖人生誕138年祭

　下村湖人生家で千代田町出身である下村湖人の生
誕138年を祝う式典を開催しました。
　式典には約100人の関係者が出席し、市内の小・
中学生を対象とした「次郎物語読書感想文・感想画」
や、５月に行った「次郎の家スケッチ大会」の入賞
者の表彰を行いました。　
　最後に、千代田東部小学校６年生19人が「次郎
物語のテーマソング」を合唱し、地元の偉人を偲ぶ
一日となりました。

献血にご協力ください 第17回　神埼市青少年主張大会
　献血バスで400mlの献血にご協力をお願いしま
す。いただいた血液は病気やケガなどの治療に血液
を必要とする患者さんに大切に使われます。

○とき
　１月19日（木）　
　①９：00 ～ 11：00　 
　②９：00 ～ 11：30、13：00 ～ 16：00
○ところ
　①千代田交流センター　１階ホール
　②中央交流センター　　１階ホール
○対象　
　体重50㎏以上の　男性17歳～ 69歳
　　　　　　　　　 女性18歳～ 69歳
　※65歳以上の人は、60 ～ 64歳の間に献血をし
　　たことのある人に限ります。

◎問い合わせ　健康増進課　健康増進係
　　　　　　　☎51-1234

　市内の小・中学生、高校生、大学生、二十歳の代
表14人が、日常の生活で気づいたことや訴えたいこ
と、願いや希望を心を込めて発表します。未来を担
う青少年に温かい応援をお願いします。

○とき　　　１月21日（土）　９：30 ～ 12：00　 
○ところ　　神埼市中央公民館　講堂
○特別出演　神埼中学校吹奏楽部
○主催　　　神埼市青少年育成市民会議
○共催　　　神埼市、神埼市教育委員会
　　　　　　神埼ロータリークラブ

◎問い合わせ　神埼市青少年育成市民会議
　　　　　　　☎37-3593

感染防止対策のため、マスクの着用および手指
消毒のご協力をお願いします。発熱など風邪症
状のある人は入場をお控えください。
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ニトリル手袋とマスク寄贈 神埼双葉園
藤谷顕園長が厚生労働大臣表彰を受賞◎問い合わせ　商工観光課　企業立地・支援係　☎37-0107

　11月14日、東洋ビューティ（株）佐賀工場内で
ニトリル手袋とマスクの贈呈式が行われ、市長から
岩瀬代表取締役社長へ感謝状を手渡しました。　
　贈呈式で岩瀬社長は「必要としているところで利用
していただければ」と話され、市長は「大変ありがた
い寄贈で、有効に活用していきたい」と述べました。
　寄贈いただいたニトリル手袋約43,000枚とマス
ク約3,000枚は、主に給食調理場や保育園で使用し
ています。　　
　東洋ビューティ様、ありがとうございました。

◎問い合わせ　福祉課　子育て支援係　☎37-0110
　神埼双葉園の藤谷顕園長が社会福祉事業に係る厚
生労働大臣表彰を受賞されました。藤谷園長は神埼
双葉園をはじめ、なごみこども園（多久市）や三里
保育園（小城市）の運営責任者を務めるとともに、
全国社会福祉協議会日本福祉施設会の佐賀県会長に
就任されるなど、地域の子育て支援に多大な貢献を
されています。
　藤谷園長は、受賞の報告のため市長を表敬訪問さ
れ「神埼双葉園は非常に歴史がある園であり、今後
も皆さんに利
用していただ
ける施設にし
ていきたい」
と話されまし
た。

　
　

　
　 介
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２
３
１

　

65
歳
以
上
の
人
が
令
和
４
年
中
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
介
護
保
険
料

は
、
令
和
４
年
分
所
得
税
確
定
申
告
や
令
和
５
年
度
市
県
民
税
申
告
の

際
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
納
付
書
、
口
座
振
替
に
よ
り
納

め
て
い
た
だ
い
た
人
お
よ
び
障

害
年
金
、
遺
族
年
金
か
ら
天
引

き
で
納
め
て
い
た
だ
い
た
人

　

介
護
保
険
料
の
納
付
確
認
書
を

佐
賀
中
部
広
域
連
合
か
ら
１
月
下

旬
に
郵
送
し
ま
す
。

◆
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
以
外
の

年
金
か
ら
特
別
徴
収
の
み
で
納

め
て
い
た
だ
い
た
人

　

日
本
年
金
機
構
や
共
済
組
合
等

　

市
で
は
、
九
州
労
働
金
庫
と
協

力
し
、
生
活
安
定
に
役
立
て
て
い

た
だ
く
た
め
、
福
利
厚
生
貸
付
金

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

○
貸
付
対
象
者　

・
市
内
在
住
者

・
世
帯
年
間
収
入
が
８
０
０
万
以

下（
最
低
年
収
１
５
０
万
以
上
）

・
福
利
厚
生
資
金
等
生
活
資
金
を

必
要
と
す
る
人

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
で
特
別
徴
収

（
年
金
天
引
き
）
を
開
始
さ
れ
た

人
へ
は
、
佐
賀
中
部
広
域
連
合
か

ら
納
付
確
認
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、税
務
署
ま
た
は
税
務
課（
☎

３
７
︲
０
１
１
４
）
へ
お
願
い

し
ま
す
。

○
貸
付
条
件

・
貸
付
限
度
額　

　

１
人
に
つ
き
３
０
０
万
円
以
内

・
貸
付
利
率　

年
２
・
０
％
（
別

途
保
証
料
が
必
要
）

・
貸
付
期
間　

10
年
以
内

・
労
働
金
庫
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
保
証
人
が
必
要

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　市
報
「
か
ん
ざ
き
っ
子
」

�

写
真
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

市
報
の
「
あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ

き
っ
子
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
市
内

の
元
気
な
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
け

る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

○
対
象
者　

　

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

○
申
込
方
法　

　

氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・

年
齢
・
住
所
（
地
区
名
）・
申
込

者
の
氏
名
・
連
絡
先
・
家
族
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
メ
ー

ル
、
郵
送
ま
た
は
窓
口
ま
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

申込みフォーム

各課からのお知らせ・行政トピックス
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各課からのお知らせ

　
　吉
田
絃
二
郎
作
品

　
　

絵
本
シ
リ
ー
ズ
販
売
開
始

◎
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館　

☎
５
３
︲
２
３
２
５

　

吉
田
絃
二
郎
顕
彰
会
で
は
毎
年
、
絃
二
郎
の
誕
生
日
に
生
誕
祭
を
行
っ
て
お
り
、
市
内
小
・
中
学
生
の
読
書
感
想

文
、
感
想
画
の
優
秀
作
品
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
に
は
吉
田
絃
二
郎
生
誕
１
４
０
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
絃
二
郎
の
童
話
を
も
と
に
絵
本
を
作
成
し
ま
し
た
。　
　
　
　

　

絵
本
は
、
神
埼
情
報
館
・
吉
田
絃
二
郎
顕
彰
会
・
神
埼
市
立
図
書
館
が
協
力
し
て
作
成
し
「
幼
少
期
か
ら
絵
本
に

親
し
ん
で
ほ
し
い
」「
吉
田
絃
二
郎
と
い
う
作
家
が
当
時
は
芥
川
龍
之
介
と
肩
を
並
べ
る
く
ら
い
の
作
家
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
」「
吉
田
絃
二
郎
の
作
品
を
再
び
世
に
送
り
出
し
た
い
」
そ
ん
な
思
い
の
詰
ま
っ
た
絵
本
と

な
っ
て
い
ま
す
。
絃
二
郎
の
描
い
た
世
界
を
共
に
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

郷土の作家
大好評発売！

忘れられた大正・昭和の文豪

いのちと向き合うこころはぐくむ一冊

１月１日～　発売中!!

　吉田絃二郎は、神埼市出身の作家であり大正時代から昭和初期にか
けて芥川龍之介と肩を並べる程の大人気のベストセラー作家でした。し
かし時代の流れとともに「優しい文体が戦時色にそぐわない」と世に認知
されなくなってきました。

「文芸社」より出版。県内では杉山書店、紀伊國屋書店、積文館書店等ご注文
ください。平成３年には中学道徳教科書(光村出版)にも作品が掲載されました。

　普段はマイカーで行くところも徒歩やバスに乗ると、スピードや目線が変わることで、普段のまちの

見え方が変わってきます。バスに乗ることで新たなまちの魅力に気づくことも。

　「さがバスまるっとフリーＤＡＹ」では、どこからバスに乗っても佐賀県内で降車すると運賃が無料に

なります。普段の通勤からご家族でのレジャーまで、この機会にぜひバスをご利用ください。

人

☎44-2342

☎

☎
☎
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　普段はマイカーで行くところも徒歩やバスに乗ると、スピードや目線が変わることで、普段のまちの

見え方が変わってきます。バスに乗ることで新たなまちの魅力に気づくことも。

　「さがバスまるっとフリーＤＡＹ」では、どこからバスに乗っても佐賀県内で降車すると運賃が無料に

なります。普段の通勤からご家族でのレジャーまで、この機会にぜひバスをご利用ください。

人

☎44-2342

☎

☎
☎
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いきいき大学いきいき大学いきいき大学 60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎60歳からの学びの舎
と  き ところ テーマ 講　師

１月12日（木） 神埼市中央公民館
ＳＡＧＡ2024（国スポ・全障スポ）
新しい大会へ
～すべての人にスポーツの力を～

佐賀県
ＳＡGＡ2024総務連携チーム

○受付　９：30 ～　　○講義　10：00 ～ 11：30　　○教材費　年間1,000円		
○マイクロバス（無料・予約不要）　脊振交流センター９時発　　千代田交流センター９時30分発
　いきいき大学はいつでも入学できます。下記申込場所で、教材費を添えてお申し込みください。講座当日
の受付でも手続きできます。
　新型コロナウイルス感染症の拡大や悪天候等で予告なく開催を中止したり講義内容を変更することがあります。
市のホームページや電話で確認の上、おでかけください。受講時は検温のご協力とマスク着用をお願いします。
◎申込・問い合わせ 　
　神埼市中央公民館　☎53-2325、社会教育課　☎37-3593、千代田公民館　☎44-2731、脊振公民館　☎59-2131

 

つまみ食い講座（第38弾）報告 ～できた!うれしい!楽しい！～
曼
ま ん

荼
だ

羅
ら

糸かけ

楽しい英会話

お香作り

脊振でそば打ち

子どもラジオ＆電波教室

講座を開きませんか?

　一定のリズムでピンに糸をかけていきます。しっか
り数えたつもりでも間違えてやり直すこともありまし
た。「大丈夫ですよ」先生がそっと直してくださる場
面もありました。だんだんコツをつかむと無心になっ
て糸をかけていました。作業自体は単純ですが、選ぶ
糸の色次第で個性
的な曼荼羅模様が
出来上がりました。
世界に一つのマイ
曼荼羅完成！
講師：西田 めぐみ
さん　

　日本語も使いながら自分が使える英語で自己紹介を
しました。英語のフレーズを耳で聞いて覚えながら使っ
ていくネイティブ変換法や100％分かろうとせず、わか
る部分に注意を傾ければ良いと教えてもらいました。感
想には「話そう、歌おうというようにして英語を楽しみ
たいです」「みなさんと練習したイエスタデーを歌える
ようになってとても良
かった。楽しく学習で
きました」とありまし
た。（お問い合わせは中
央公民館へ）
講師：大庭 文夫さん

　お香の歴史を聞いて、天然香木の刻みや粉末にした
お香を一つ一つ手に取り、たくさんの種類の色や香り
を楽しみました。調合次第でいろんなテーマの香りを
作ることも出来そうです。今の自分に心地よい香りを
選び、和紙に包んで持ち帰りました。１月18日から
月に一回「香りを楽し
むサークル」が始まり
ます。（お問い合わせ
は中央公民館へ）
講師：宮地 富子さん

　男女合わせて９人がそば打ちに挑戦しました。６人
の先生が道具を貸してくださり、ひとりずつ３人前の
そばを打ちました。「そば打ちは粉と水を混ぜるとこ
ろを一番丁寧にやさしく」と言われましたが、切り方
も茹で方も大事でした。
氷でキュッと締めたそ
ばを試食すると、それ
はそれは美味しくて大
満足。自家製のそばは
やっぱり絶品でした。
講師：ゆめ蕎麦会のみ
なさん

　協議会のみなさんから電波のルールを教えてもら
い、いざラジオ作り。手順を確認しながら、小さな部
品を一つずつ組み立てていきました。練習はしました
が、熱くなったハンダこてを使うときは、火傷をしな
いように気を付けてゆっくりと。無事にラジオが完成
し、イヤホーンから音
が聞こえるとやっぱり
びっくり。声を出して
喜んでいました。
講師：佐賀県電波適正
利用推進協議会のみな
さん

　「つまみ食い講座」ではさまざまなジャンルのボラ
ンティア講師を求めています。資格は必要ありません。
あなたの特技が誰かを笑顔にします。公民館窓口にお
声かけください。

◎問い合わせ　
　神埼市中央公民館
　☎53-2325
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神埼市子育て支援センターだより
　子育て支援センタ－（千代田町保健センター内）では、子育て支援、遊びの場の提供、育児相談などを行っています。
どなたでも気軽に遊びに来てください。電話での相談、問い合わせもできます。　
※P18 ～ 19のくらしのカレンダーも併せてご覧ください。

詳しい日程や内容は
市ホームページで

ひだまりふら～っとDay

子育てサロン
ひだまりの会（要予約）

　子育てをしている保護者やそのお子さんが交
流できる憩いの場です。
　来館前にお電話をお願いします。
○と　き　１月10日(火）・17日(火）・24日(火）・
　　　　　31日(火）　　10：00～15：00
○ところ　千代田町保健センター
○対　象　２カ月以上児
○定　員　午前・午後各10組程度

　すべての部屋を開放し、子どもを遊ばせなが
ら保護者同士の交流の場を提供しています。ど
なたでもお気軽に遊びに来てください。
　来館前にお電話をお願いします。
○と　き　１月26日（木）
　　　　　10：00 ～ 12：00
○対　象　どなたでも（未就学児）
○定　員　20組程度

・リズムダンス（１月19日）※託児有

・お正月遊び（１月12日）

・節分（２月２日）

・ママクッキング（２月９日）

　ママのためのスキルアップ講座。ダンスで気分もリフレッ
シュ！
○講　　師　持丸 順美先生
○予約受付　１月６日（金）　９時～
※詳細はお問い合わせください。

○と　き　１月12日(木）・19日(木）・２月２日(木）・９日（木）
　　　　　10：00 ～ 11：30
○ところ　千代田町保健センター
○対　象　６カ月以上児
※予約は15日前～３日前まで（電話可）

　みんなでお正月遊びを楽しんで、福を呼び込
みましょう。獅子舞も遊びに来てくれるかな！

　鬼は外、福は内！みんなで鬼をやっつけ
ましょう！

　今回は「簡単にできる！お弁当」です。
○託児対象　６カ月以上児　
○予約受付　１月30日（月）　９時～
※詳細はお問い合わせください。

◎予約・問い合わせ　
　子育て支援センター　☎44-4908　　
　月～金曜日（祝日・年末年始を除く） 9：00～16：00

安心してお越しください
　新型コロナウイルス感染症予防のため、玩具
などの消毒をより一層徹底しています！

神埼市中央交流センターでの様子
　いつもと違う場所での子育てサロン。お家から歩いてくれたお友達もいましたよ。たくさん遊びました。

子育て情報

有
料
広
告

有
料
広
告
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女性のための相談室 男性の料理教室
　日頃、何か気になることや、人に聞いてもらいた

いことはありませんか。夫婦や子ども、介護などの

家庭内での心配ごと、近所や職場での人付き合い、

夫や恋人からの暴力、性別による差別など、悩みや

疑問などについて、お気軽にご相談ください。

　希望があれば、専門機関への紹介も行います。秘

密は厳守します。

○と　き　１月18日（水）

　　　　　13時30分～ 16時30分

○ところ　神埼市役所　３階共用会議室　

◎問い合わせ

・男女共同参画推進ネットワーク

　佐藤　☎44-2925

・総務課　秘書広報係　☎37-0088

　毎年好評！楽しいですよ。参加してみませんか？

○と　き　　１月28日（土） 10時～ 12時

○ところ　　千代田町保健センター

○募集人数　15人

○参加費　　300円（材料費など）

○申込締切　１月13日（金）

○持参するもの　エプロン、マスク、タオル、

　　　　　　　　三角巾（タオル代用可） 

○講　師　神埼市食生活改善推進協議会

◎申込・問い合わせ

　・男女共同参画推進ネットワーク

　　芦原　☎59-2123

　　廣瀧　☎52-2508

　　吉井　☎44-5439

　・総務課　秘書広報係　

　　　　　　☎37-0088

防災をテーマに研修会を開催
　昨年11月26日に神埼市中央公民館で研修会を開催しました。テーマは「防災」です。

　「よかけむ座」による佐賀にわか「はようちん逃げんば」で大笑いした後、市防災危機管理

課の石田さんと一ノ瀬さんから「私たちができることは！」と題して防災出前講座をしてい

ただきました。

　「よかけむ座」の台本は自分たち手作りの作品です。９月下旬から週２回、仕事終わりの夜

７時に集まって練習を重ねてきました。避難

指示が出ている神埼市のとある家。一人でい

るおりきちゃんのところに、吾作さんが避難

所に行こうと誘いにきますが、おりきちゃん

は、いろいろな理由をあげて避難しようとは

しません。避難の大切さを訴える吾作さんと

嫌がるおりきちゃんの掛け合いが面白い展開

になっていく、という内容でした。

　防災危機管理課の講座は、資料を使い、近

年の災害の様子などを示し、それぞれが取り組むべき具体的な事柄が紹介されました。

　その後の「質問タイム」には災害関連死や、要支援者対策、自主防災組織の必要性、「千代

田町の避難所は、交流センターに変わったのか？」「避難所が備蓄、装備しているものを広報

してほしい」「土砂災害は時間雨量だけではなく、累積雨量にも注意しなくてはならないので

は？」「城原川の氾濫時は、どこが危険？」など多く質問がでました。

　アンケートにも「家族で避難を心掛けたい」「まだ大災害の経験がなく危機感がなかったと

反省」「質問が多く、災害がより身近になっていることを実感しました」など多くの意見を書

いていただきました。

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

進
め
よ
う
！
男
女
共
同
参
画

〜
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
〜

今年もよろしくお願いいたします🐇
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みんなでうちどく（家読）はじめよう!!

図書館名 開館時間 休館日 問い合わせ
神埼市立図書館

（中央交流センター１階）

9：30 ～ 18：00

火曜日、祝日、
年末年始（12/29 ～ 1/3）

神埼市立図書館
☎53-2304

神埼市立図書館千代田分館
（千代田交流センター１階）

千代田分館
☎44-3178

神埼市立図書館脊振分館
（脊振交流センター１階）

日曜日、祝日、
年末年始（12/29 ～１/3）

脊振分館
☎59-2048

　「うちどく（家読）」は、家族で読書の習慣を共有することです。
市では、地区公民館を拠点とした独自の取り組みを行い、地域の
絆作りに役立っています。新規地区募集中！

文豪の家　
家を知れば文学が見えてくる　エクスナレッジ
高橋 敏夫・田村 景子//監修

バスが来ましたよ　アリス館
由美村 嬉々//文　松本 春野//絵

　36人の文豪の家を写真などで解
説。作家の生活を知ることで名作の
新たな一面が見えてきます。
　下村湖人生家（千代田町）も掲載
されています！

　病気で全盲になった男性が、地
元の小学生に助けられながらバス
通勤を続ける実話絵本。自然に受
け継がれていく親切のリレーに心
があたたかくなります。

１月のおすすめの本 

初春のお慶びを申し上げます。1月４日（水）から開館します。

冬のスペシャルプレゼント抽選会

「本の福袋2023」

○と　き　１月４日（水）　
　　　　　10時30分
○ところ　神埼本館・千代田分館
※応募期間は終了しています。

　テーマ別に選んだ３冊をセットにしました。どん
な本が入っているかは、借りてからのお楽しみ。新
しい年の始まりに、新たな本との素敵な出会いがあ
りますように。
○貸出期間　１月４日（水）～２月上旬
※３冊は貸出上限10冊に含まれます。

　図書館では、神埼市に関する図書・刊行物、
神埼出身者の著作物などの収集・整理を進めて
います。
　寄贈いただける資料があるときは、職員に直
接、または電話でお問い合わせください。

図書館ホームぺージはこちら→
カウンターでパスワード設定す
るとログインできます。

神埼に関わるもの、ありませんか？

　寄贈されたあとの資料
の取り扱いについては、
図書館におまかせいただ
いております。

ＳＵＮ・３・サンデーおはなし会

○と　き　１月15日（日）

　　　　　10時30分～ 11時

○ところ　神埼市立図書館　多目的室
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神埼市神埼町本堀 3258番地 1
シャトーエスT－２

（ローソン神埼本堀店　北隣）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

相続･売買･贈与などの不動産登記　商業・法人登記
その他，何でもお気軽にご相談ください

私
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

◎
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

粗
品
を
き
っ
か
け
に
通
っ
て
い
た
ら
、

２
カ
月
間
で
５
０
０
万
円
の
契
約

事
例

　
「
商
品
の
宣
伝
を
聞
い
て
無
料

で
商
品
が
も
ら
え
る
」
と
知
人
に

誘
わ
れ
会
場
に
出
か
け
た
。
販
売

員
の
話
が
楽
し
く
何
度
か
通
っ
て

い
た
ら
、
２
カ
月
の
間
に
、
布
団

や
磁
気
治
療
器
、
下
着
な
ど
の
購

入
を
次
々
に
勧
め
ら
れ
契
約
し
て

し
ま
っ
た
。
自
分
だ
け
小
部
屋
に

呼
ば
れ
て
勧
誘
さ
れ
た
り
、「
あ

な
た
の
た
め
」
な
ど
と
言
わ
れ
た

り
し
て
、
断
り
き
れ
ず
買
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
購
入
時
は
頭
金
の
支

払
い
だ
け
な
の
で
、
高
額
だ
と
い

う
意
識
は
な
か
っ
た
が
、「
場
所

を
移
転
す
る
。残
額
を
支
払
っ
て
」

と
言
わ
れ
初
め
て
、
総
額
が
５
０

０
万
円
以
上
だ
と
分
か
っ
た
。
生

命
保
険
を
解
約
し
、
貯
蓄
と
併
せ

て
支
払
っ
た
。
商
品
を
返
品
す
る

の
で
返
金
し
て
ほ
し
い
。

�

（
80
歳
代　

女
性
）

ア
ド
バ
イ
ス

○
「
粗
品
が
も
ら
え
る
」「
販
売
員

の
話
が
楽
し
い
」
な
ど
の
雰
囲

気
に
ひ
か
れ
て
、
数
カ
月
も
会

場
に
通
い
続
け
、
そ
の
間
に
次
々

と
高
額
な
商
品
を
契
約
さ
せ
ら

れ
て
し
ま
う
、
新
た
な
手
口
の

Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
個
別
に
声
を
か
け
ら
れ
勧
誘
を

受
け
る
と
断
る
の
が
難
し
く
な

り
ま
す
。
粗
品
や
楽
し
い
話
に

つ
ら
れ
て
会
場
に
近
づ
か
な
い

こ
と
が
第
一
で
す
。

○
長
期
間
通
い
続
け
る
こ
と
で
販

売
員
と
の
間
に
親
し
い
関
係
性

が
構
築
さ
れ
、
断
り
に
く
い
心

理
に
陥
り
ま
す
。
販
売
員
の
親

切
は
契
約
さ
せ
る
た
め
の
手
口

で
す
。
家
族
や
周
り
の
人
も
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
。

○
困
っ
た
と
き
に
は
、
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

神
埼
市
消
費
生
活
相
談
窓
口
よ
り

ご
相
談
は

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

出
典
：
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

◆
無
料「
出
前
講
座
」出
張
し
ま
す
！

　

老
人
会
、地
域
の
集
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
研
修
会
な
ど
に
出
向
き
ま
す
。

　

やめよう！お酒とたばこ！
♪健康コラム♪

◎問い合わせ　健康増進課　母子保健係　☎51-1234

　妊娠中に飲酒すると、アルコールが胎盤※を通過
します。アルコールは胎盤を通過しやすく、飲酒に
よって、胎内の赤ちゃんにアルコールを届けてしま
います。赤ちゃんは肝臓が十分に機能していないた
め、アルコール分解ができません。それにより、体
内の赤ちゃんの発育に悪影響を与え、流産や早産の
リスクが高まります。
　また、妊娠中の人や周りの人が喫煙をすると、た
ばこに含まれる有害物質が胎内の赤ちゃんに悪影響
をおよぼします。例えばニコチンは胎盤への血液量
を減らすため、胎児に運ばれる酸素や栄養を少なく
します。さらに一酸化炭素は酸素を押しのけてヘモ
グロビンと結合するため、胎児に酸素が不足します。
これらは、流産・早産だけでなく、死産や低出生体
重児のリスクが高まります。

　妊娠中のお酒やたばこは赤ちゃんにとって、とて
も危険です。妊婦さんだけでなく、周りの人も協力
して、控えるようにしましょう！

※胎盤…子宮の内壁にできる円板状の器官で、妊娠
14 ～ 16週頃には完成します。妊娠中の母親が摂
取した栄養や酸素を赤ちゃんに送る大切な役目を
担います。

有
料
広
告

有
料
広
告
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　市民が情報を探しやすいシンプルで暖かみのあ
るデザインになります。新たに「目的から探す」
のエリアを追加し、さまざまなメニューからサイ
ト内の情報にアクセスできるようになります。

　情報の配置や文字サイ
ズの最適化を行い、スマ
ホやタブレットで閲覧し
ても、情報がより見やす
く、探しやすくなります。

新しくなったホームページは

今年度中に公開予定です

詳しくは、総務課（☎37-0088）へ

　重要な情報や災害などの緊急性が高い情報を掲
載できるエリアを表示し、迅速に配信します。

◀トップページ（イメージ）

Point １

Point ３

Point ２

探しやすい・見やすい・伝わりやすいデザインに

スマホ・タブレットでも見やすく

災害時、必要な情報を迅速に

　今年度中に、市の公式ホームページを

リニューアルします。より見やすく使い

やすくなった新しいホームページをぜひ

ご活用ください。
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「
お
正
月
」

　

そ
の
昔
か
ら
お
正
月
、
特
に
元

日
は
特
別
に
大
事
な
日
で
し
た
。

こ
の
日
、
年
神
様
や
ご
先
祖
さ
ま

に
清
ら
か
な
水
「
若
水
」
を
供
え

る
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

水
を
と
る
の
も
南
北
に
長
く
標

高
差
の
あ
る
神
埼
で
は
地
域
に

よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
昔
の
話
で
す
が
、
脊
振

で
は
山
か
ら
の
湧
水
の
水
を
汲

み
、
街
中
で
は
井
戸
か
ら
水
を
汲

み
上
げ
、
平
野
部
で
は
有
明
海
の

干
満
の
差
を
利
用
し
て
ア
オ
と
い

う
淡
水
を
と
る
地
域
が
あ
り
ま
し

た
。

　

元
日
か
ら
早
々
と
家
の
戸
口
を

開
け
る
と
「
福
が
逃
げ
る
」
と

か
、
箒
で
掃
き
だ
す
と
「
福
の
神

ま
で
外
に
掃
き
出
し
て
し
ま
う
」

と
戒
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
元

日
の
朝
、
家
の
女
性
た
ち
は
料
理

も
掃
除
も
し
な
く
て
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
れ
は
、
1
年
中
働
い

て
き
た
主
婦
に
神
様
か
ら
の
贈
り

物
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
仕
事
を

始
め
る
の
は
２
日
目
か
ら
…
農
具

を
使
う
の
も
針
仕
事
も
商
売
も
こ

の
日
か
ら
で
し
た
。
以
前
は
、
初

荷
と
染
め
抜
か
れ
た
幡
を
翻
し
て

ト
ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
た
も
の
で

す
。

　

若
水
を
供
え
元
旦
の
神
事
が
済

む
と
家
族
揃
っ
て
お
屠
蘇
や
お
節

を
頂
き
、そ
れ
か
ら
神
社
に
初
詣
。

地
区
に
古
く
か
ら
祀
ら
れ
て
い
る

氏
神
様
に
詣
で
さ
ら
に
ち
ょ
っ
と

遠
く
の
神
社
ま
で
お
詣
り
。
神
埼

で
は
櫛
田
宮
に
仁
比
山
神
社
や
八

天
神
社
、
脊
振
は
脊
振
神
社
、
千

代
田
で
は
冠
者
神
社
や
若
宮
神
社

な
ど
昔
か
ら
よ
く
名
の
知
ら
れ
た

神
社
に
多
く
の
人
が
初
詣
に
行
き

ま
し
た
。

　

時
代
と
共
に
正
月
行
事
も
祀
り

事
も
変
わ
り
ま
し
た
が
、
お
正
月

に
来
福
を
祈
願
す
る
の
は
、
昔
の

人
も
21
世
紀
の
今
の
人
も
同
じ
で

す
。
令
和
５
年
の
今
年
が
何
事
も

な
く
平
穏
無
事
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
…
と
願
い
た
い
で
す
ね
。

文
化
財
観
光
案
内
専
門
員

　

執
行 

真
知
子

き
ま
ま
に
神
埼

か
る
が
も
ラ
ン
ド

～
杉
の
子
文
庫
の
読
み
聞
か
せ
～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係

☎
５
１
︲
１
２
３
４

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
さ
ん
、
お
気
軽
に
参

加
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

２
月
７
日
（
火
）

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

○
と
こ
ろ　

神
埼
町
保
健
セ
ン

タ
ー
（
中
央
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階
）

○
参
加
費　

無
料

○
定
員　

先
着
15
組　

※
要
予
約

　
○
主
催　

神
埼
市
母
子
保
健
推
進

協
議
会

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
開
催
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

有
料
広
告

有
料
広
告

櫛
田
宮
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
等
の
影
響
に
よ
り
、
急
遽
開
催
が
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
各
問
い
合
わ
せ
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

情報板

● 

お
知
ら
せ 

●

● 

募　

集 

●

　

地
域
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
大
切

な
文
化
財
を
火
災
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を

守
る
「
10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
見
直
し
、

火
災
の
な
い
穏
や
か
な
一
年
に
し
ま

し
ょ
う
。

【
４
つ
の
習
慣
】

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ

せ
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い

も
の
を
置
か
な
い

・
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば

を
離
れ
な
い

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃

し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く

【
６
つ
の
対
策
】

・
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す

る
・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は

防
炎
品
を
使
用
す
る

・
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を

確
認
し
て
お
く

・
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確

保
し
、
備
え
て
お
く

・
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
に

よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策

　

林
退
共
制
度
は
、
林
業
界
で
働
く

人
の
た
め
に
国
が
作
っ
た
退
職
金
制

度
で
す
。

【
林
退
共
の
利
点
】

・
掛
金
は
税
法
上
に
つ
い
て
、
法
人

で
は
損
金
、
個
人
企
業
で
は
必
要

経
費
と
な
り
ま
す
。

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
免
除
し
ま
す
。

・
雇
用
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構　

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本

部☎
０
３
︲
６
７
３
１
︲
２
８
８
９

　

県
営
住
宅
条
例
に
定
め
る
入
居
資

格
が
必
要
で
す
。

○
資
料
配
布
期
間

　

２
月
１
日
（
水
）
～
10
日
（
金
）

※
２
月
４
日
（
土
）
を
除
く
。

○
受
付
期
間

　

２
月
５
日
（
日
）
～
10
日
（
金
）

○
受
付
時
間　

９
時
～
18
時

○
受
付
場
所　

佐
賀
県
営
住
宅
指
定

管
理
者  

株
式
会
社
マ
ベ
ッ
ク　

佐

賀
管
理
室

○
登
録
有
効
期
限　

次
回
の
募
集
に

伴
う
受
付
開
始
日
の
前
日
ま
で
。

申
・
問
株
式
会
社
マ
ベ
ッ
ク　

佐
賀

管
理
室　

☎
２
０
‐
２
５
０
０

　

1
1
8
番
は
海
上
で
の
事
件
・
事

故
に
対
応
す
る
た
め
の
海
上
保
安
庁

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。
一
般

加
入
電
話
、
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
船
舶
電
話
等
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

【
聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
が
あ
る
人

へ
】

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
入
力
操

作
に
よ
り
、
海
上
保
安
庁
へ
の
緊
急

時
の
通
報
が
可
能
に
な
る
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ

1
1
8
」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。
事

前
登
録
制
で
す
。

問
第
七
管
区
海
上
保
安
本
部　

総
務

課☎
０
９
３
︲
３
２
１
︲
２
９
３
１

目
指
せ
！
火
災
ゼ
ロ
の
町　
　
　

１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
　
　

に
加
入
し
ま
せ
ん
か

県
営
住
宅
（
神
埼
団
地
）　　
　

　
　
　
　

入
居
予
備
者
募
集

海
の
「
事
件
・
事
故
」
は
1
1
8
番

　

毎
月
１
回
市
内
外
で
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
維
持

の
た
め
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
。

○
と
き　

１
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　

９
時
集
合
※
雨
天
決
行

○
集
合
場
所　

千
代
田
支
所

○
行
き
先　

三
社
参
り

○
距
離　

約
８
㎞

○
年
会
費　

１
，０
０
０
円

問
☎
０
９
０
‐
４
９
９
２
‐
３
３
０

０
（
松
永
）

　

福
祉
施
設
や
病
院
、
在
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
介
護
・
看
護
・

保
育
職
等
を
必
要
と
す
る
事
業
所
と

就
職
希
望
者
と
の
面
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
※
参
加
費
無
料
・
予
約
不
要

○
と
き
　
２
月
９
日
（
木
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
（
13
時
～
15
時
随
時
受
付
）

○
と
こ
ろ　

　

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク　

　

総
合
体
育
館　

大
競
技
場　

　
（
佐
賀
市
日
の
出
１
‐
21
‐
15
）

○
対
象
者
　

・
福
祉
の
仕
事
へ
の
就
業
を
希
望
す

る
人

・
福
祉
関
連
資
格
の
取
得
方
法
や
仕

事
の
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
人

・
大
学
・
短
期
大
学
・
専
修
学
校
・

高
等
学
校
等
の
卒
業
予
定
者

・
大
学
・
学
校
等
の
進
路
指
導
担
当

者
等

申
・
問
佐
賀
公
共
職
業
安
定
所　

人

材
確
保
対
策
コ
ー
ナ
ー

☎
２
４
‐
４
３
６
２

佐
賀
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
２
８
‐
３
４
０
６

○
と
き　

１
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が　

神
埼
中
央
野
菜
集
出

荷
所
（
神
埼
町
本
堀
2
3
2
1
）

○
対
象
　

　

就
農
時
に
市
内
に
居
住
し
、
同
地

区
で
い
ち
ご
生
産
を
希
望
す
る
人
。

○
申
込
期
限　

１
月
19
日
（
木
）

神

埼

歩

こ

う

会

福
祉
の
お
仕
事
合
同
就
職
面
談
会

「
い
ち
ご
」
や
っ
て
み
よ
う
！
セ
ミ
ナ
ー

を
行
う

問
佐
賀
広
域
消
防
局　

予
防
課

☎
３
３
︲
６
７
６
５

ＮＥＴ118
QRコード

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
三
神
園
芸
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
４
２
‐
９
６
‐
４
８
４
４

佐
賀
県
三
神
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
１
２
３
１
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情報板

● 

相　

談 

●

　

子
ど
も
を
支
え
る
大
人
や
、
大
人

の
言
葉
に
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
こ
と
が
あ

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム　
　
　

女
ら
し
さ
っ
て
？
男
ら
し
さ
っ
て
？

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

【
３
月
入
所
生
】

○
募
集
科
名

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

科
・
15
人
※

・
溶
接
技
術
科
・
15
人
※

・
住
環
境
C
A
D
科
・
15
人
※

・
電
気
保
全
サ
ー
ビ
ス
科
・
15
人

※
２
月
生
の
人
数
も
含
み
ま
す
。

○
訓
練
期
間

　

３
月
３
日
（
金
）
～

�

８
月
30
日
（
水
）

※
電
気
保
全
サ
ー
ビ
ス
科
は
８
月
10

日
（
木
）
ま
で

○
入
所
選
考　

筆
記
試
験
・
面
接　

２
月
８
日
（
水
）

○
受
講
料　

無
料（
全
訓
練
期
間
中
）

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
別
途
自
己
負
担

○
申
込
方
法　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
相
談
の
上
、
応
募
書
類
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
応
募
締
切
り　

２
月
１
日
（
水
）

申
・
問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
訓

練
課　

☎
２
６
‐
９
５
１
６

　

発
達
障
が
い
児
（
者
）
や
そ
の
家

族
等
の
ご
相
談
を
専
門
相
談
員
が
お

受
け
し
ま
す
。
※
予
約
制

○
と
き　

１
月
23
日
（
月
）

　

10
時
～
17
時
（
１
回
50
分
）

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
役
所
２
階

　
　
　
　
　

相
談
室
１

申
・
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

そ
れ
い
ゆ

☎
３
７
‐
０
２
５
０

　

農
業
経
営
に
興
味
の
あ
る
人
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
と
き　

１
月
12
日
（
木
）

　
　
　
　

９
時
～
12
時

○
と
こ
ろ　

　
Ｊ
Ａ
さ
が　

神
埼
資
材
セ
ン
タ
ー

○
対
象
者　

神
埼
市
お
よ
び
吉
野
ヶ

里
町
で
農
業
を
始
め
た
い
人
。

○
申
込
期
限　

１
月
10
日
（
火
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
・
問
Ｊ
Ａ
さ
が
三
神
園
芸
セ
ン

タ
ー　

園
芸
指
導
課

☎
０
９
４
２
‐
９
６
‐
４
８
４
４

発
達
障
が
い
者
専
門
相
談

ア
グ
リ
チ
ャ
レ
ン
ジ
相
談
会

中
小
企
業
向
け　

出
張
金
融
相
談

県
労
福
協　

無
料
法
律
相
談

　

融
資
・
返
済
・
経
営
課
題
解
決
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

※
相
談
無
料

○
と
き　

１
月
17
日　
（
火
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

○
と
こ
ろ　

神
埼
市
商
工
会　

問
佐
賀
信
用
保
証
協
会　

業
務
一
課

☎
２
４
‐
４
３
４
２

　

相
続
、
労
働
、
借
金
な
ど
法
律
問

題
で
お
困
り
の
人
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
※
予
約
制

○
と
き　

１
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
と
こ
ろ　

佐
賀
県
労
働
会
館
３
階

○
対
象　

県
内
勤
労
者
と
そ
の
家
族

申
・
問
（
一
社
）
佐
賀
県
労
働
者
福

祉
協
議
会　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
さ
が

☎
０
１
２
０
‐
９
３
１
‐
５
３
６

る
子
ど
も
に
聞
い
て
ほ
し
い
講
演
で

す
。

○
と
き　

２
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

○
と
こ
ろ　

ア
バ
ン
セ
ホ
ー
ル

○
内
容　

【
第
１
部
】
助
産
師
で
性
教
育

Y
o
u
T
u
b
e
r
の
シ
オ
リ
ー
ヌ

さ
ん
の
講
演
で
す
。

【
第
２
部
】
シ
オ
リ
ー
ヌ
さ
ん
と
佐

賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

田
口
香
津
子
館
長
と
の
対
談
で
す
。

○
対
象　

ど
な
た
で
も

※
手
話
通
訳
あ
り
・
参
加
費
無
料

○
申
込
方
法　

①
会
場
参
加　

参
加
申
込
書
の
必
要

事
項
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

申
込
フ
ォ
ー
ム
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

電
話
・
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
受
付
終
了
後
、
入
場

券
と
な
る
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す
。

②
録
画
配
信
視
聴　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。後
日
、視
聴
方
法
な
ど
を
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。視
聴
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る

環
境
が
必
要
で
す
（
通
信
料
は
各
自

負
担
）。

○
定
員　

２
５
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

○
一
時
保
育　

６
カ
月
以
上
就
学
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
一
時
保
育
が
可

能
で
す
。

※
先
着
若
干
名
。
２
月
１
日
（
水
）

ま
で
に
ア
バ
ン
セ
へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
・
問
佐
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
事
業
部
（
ア
バ
ン
セ
）

☎
２
６
︲
０
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
︲
５
５
９
１

✉danjo@
avance.or.jp

アバンセ
申込フォーム

募集種目 受験資格 受付期間 試験日 試験場所

自衛官候補生 18歳以上33歳未満 通年 受付時にお知らせします
受付時に

お知らせします

※詳しくはお問い合わせください。

◎問い合わせ　自衛隊佐賀地方協力本部　鳥栖地域事務所　☎0942-83-4077
　　　　　　　総務課　秘書広報係　☎37-0088自衛官募集案内自衛官募集案内

平和を仕事にする
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◆地元産の特産品や新鮮野菜などを販売しています　～納入会員募集中！～
物産館情報物産館情報

かんざき遊学館

物産所名 営業時間 問い合わせ

かんざき遊学館
９：00 ～ 17：00

（日曜、祝日は15：00まで）
（定休日：第１・４日曜日）

かんざき遊学館
☎53-8587

高取山公園
わんぱく館

９：00 ～ 17：00
（休園日：第２・４水曜日）

高取山公園　わんぱく館
☎51-9020

高取山公園「わんぱく館」
《季節の野菜をご用意してお待ちしています》

年始は１月５日（木）から営業します

《巡回バス運休のお知らせ》

巡回バスは冬期運休します。

再開は令和３月上旬を予定しています。

★売店スタッフ募集中（若干名）

★新規会員募集中

　年会費4,000円

　お気軽にお問い合わせください。

◎申込・問い合わせ 　

　高取山公園　☎51-9020 

かんざきまるごと販売・観光案内!!

「幸せマルシェ」毎月開催!!

○採りたて新鮮野菜、神埼のめんを取り揃えています！

○新規会員（出品者）も随時募集しています。

●年始の営業日

　年始　１月10日（火）　９時～初売り！

　１月11日（水）　鏡開き　ぜんざいのおふるまい

第39回１月15日（日）９：00 ～ 11：00

（１月は第３日曜日に開催）

水車の里遊学館ギャラリー水車の里遊学館ギャラリー
　

○開館時間　９時30分～ 16時30分

○休館日　１月１日(日)、２日(月)、３日(火)、

　　　　　10日(火)、17日(火)、24日(火)、

　　　　　31日(火)

◎申込・問い合わせ　

　建設課　都市計画係

　☎37-0103

２月のイベント予定
「椎茸の菌打ち体験」

有
料
広
告

有
料
広
告

２階ギャラリーで作品展を開催しませんか？
個人、団体、どなたでも！！

※希望者は、使用日の10日前までに申込書を提
出してください。

１月の絵手紙サークル根っこの会はお休みします。
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����

文
芸
コ
ー
ナ
ー

　　　

俳
句　
〈
ひ
し
の
実
会
〉

君
が
好
き
好
き
と
言
へ
ぬ
を
思
ひ
草ぐ
さ

�

香
月
富
士
雄

五
線
め
く
電
線
の
風
秋
深
む

�

藤
山　

初
次

夕
暮
の
尾び

灯と
う

に
亡な
き

子こ

想
ふ
秋

�

牟
田
口
則
子

曇
り
日び

の
つ
づ
き
て
衣
重
ね
け
り

�

井
上　

豊
美

七し
ち
に
ん人
の
く
ら
し
ひ
と
り
の
石つ

蕗わ

の
花

�

田
原　

静
子

尾す
す
き花
揺
れ
一
番
鶏ど
り

の
声
の
良
し

�

畑
石　

勝
子

立
冬
の
朝
日
眩
し
き
今
朝
の
事

�

牟
田　

鶴
美

川
柳　
〈
あ
お
ば
会
〉

年
下
も
年
上
も
よ
し
恋
心

�

眞
島　

永
治

火
あ
ぶ
り
で
サ
ザ
エ
の
蓋
が
う
ず
を
巻
く

�

森
崎　

寛
次

弟
に
な
っ
て
く
れ
よ
と
逝
っ
た
人

�

柳
郷　

勝
吉

大
吉
の
み
く
じ
で
全
部
叶
う
年

�

佐
藤
久
仁
子

変
わ
る
世
に
変
わ
ら
ぬ
四
季
が
あ
る
日
本

�

眞
島　

壽
子

白
内
障
良
く
な
り
ゴ
ミ
が
見
え
す
ぎ
る

�

前
田　

久
子

古
希
と
喜
寿
終
点
ま
で
の
旅
続
く

�

田
中　

雅
代

短
歌
〈
神
埼
短
歌
会
〉

身
長
の
三
倍
も
あ
る
影
法
師

も
少
し
欲
し
い
わ
れ
の
背
丈
に

�

田
中　

と
代

い
ち
ょ
う
の
葉
は
ら
は
ら
散
っ
て
冬
ち
か
し

踏
め
ば
か
さ
か
さ
音
懐
か
し
い

�

羽
野　

智
子

〈
脊
振
〉

初
春
に
み
ん
な
幸
せ
祈
り
つ
つ

今
日
の
よ
き
日
を
い
つ
い
つ
ま
で
も

�

山
邊　

信
弘

吉野ヶ里歴史公園から ◎問い合わせ　
　吉野ヶ里公園管理センター
　☎55-9333
　https://www.yoshinogari.jpあけましておめでとうございます

「新春お正月イベント」
◆和太鼓チームによる新春初打ちや甘酒のお振舞い◆
○と　き　１月１日（日・祝）　11時～
○ところ　東口エントランス広場　※別途、駐車料が必要
※甘酒お振舞いは先着100人

◆新春限定『鋳
い こ

込み体験』開催◆
　有柄銅剣や鏡、親魏倭王印などの製作
○と　き　１月１日（日・祝）～９日（月・祝）　９時～ 15時30分
○ところ　弥生くらし館
○参加費　700円～ 2,000円

◆第５回吉野ヶ里歴史公園歴史講座◆
『中国皇帝からの下賜品と中国風城郭～吉野ヶ里遺跡から見えてきた日中外交～』
○と　き　１月９日（月・祝）　13時30分～ 15時
○ところ　弥生くらし館　※聴講無料
○講　師　七田 忠昭 氏　(佐賀県立佐賀城本丸歴史館 館長)　
○定　員　50人（当日受付）

◆赤米入り「おかず味噌」の配布◆
○と　き　１月２日（月・振）　10時～
○ところ　西口大型休憩所　※先着200組（１組1個）
　　　　　※別途、入園料・駐車料が必要

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定しているイベントを急遽中止・変更することがあります。

▲主祭殿
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